
上
編
市
は
全
国
ト
ツ
プ

参
入
基
準
の
管
理
強
化
ヘ

現
在
、

中
国
で
登
録
さ
れ
た
外
資
系
の
食
品
企
業
と
そ
の
中
国
感
在
事
務
所
は
２
万

５
５
７
０
社
に
上
る
。

国
家
商
工
行
政
管
理
総
局
は
、

外
資
系
食
品
企
業
へ
の
管
理
を
強
化
す
る
こ
と
は
、

食
晶
安
全
を
確
保
す
る
重
要
な
手
段
と
し
て
お
り
、

食
品
経
営
主
体
の
参
入
を
、

厳
格

に
管
理
し
て
い
く
方
針
だ
。

は迎磋車錦一一報権毅輸嚇一膨能秘蜂寡つ唯郷碓購酸

卵鋼藤韓華禁印牧叫蜂藤一てむ殻）の責任者は
「食

佐噂続効つ蝦醜連”苺市〓郵離幸進蝶の朝勢唾Ⅶ

牛孝抑穀中車車中一等『一却幸中学中申幸争中申

５
４
０
６
社
、

飲
食
サ
ー
ビ

一
の
重
要
手
控
の
■
つ
で
あ
る
。

ス
型
企
業
が
８
５
２
７
社
と

一
全
国
の
工
商
シ
ス
テ
ム
の

キ
い
宇
穀
中
蒙
錠
奪
朝
蜂
藤

一
中
幸
筆
筆
幸
噂
中
却
如
中
↓

市
が
全
国
ト
ッ
プ
で
、

食
品

一
る
登
記
管
理
の
強
化
、

登

メ
ー

カ
ー

が
■
５
８
６
社
、　

一
記
の
規
範
化
に
よ
る
監
督

食
品
流
通
企
業
が
■
２
４
７

一
管
理
の
効
率
向
上
を
図
り
、

一 ． 社
す
「
馨
お
〕
車
牢
中
中
申
中

一
葬
れ
中
韓
峰
中

生
の
死
韓

日本
1～ 9月

の対中投資額
前年同期比23・70%減

外資直接投資額
69 0億 ドル
アジア地域でトップ

営

暑

婆

ぶ

塞

む

た
統

計
に
よ
る
と
、

研
年
■
～
９

月
に
中
国
全
土
で
新
規
に
設

宰

見

舞

窟

磐

墨

赤

は

前
年
同
期
比
６

・　
０５
％
減
の

２
万
８
２
０
６
社
で
、

外
資

導
入
金
額
は
実
行
ベ
ー

ス
で

同
１０

・
断
％
増
の
４
７
２
億

■
９
０
０
万
ド
ル

（５
兆
４

３
０
■
億
８
５
０
０
万
円
）

だ
っ
た
。

９
月
単
月
に
お
け
る
新
規

設
立
外
商
投
資
企
業
数
は
同

１１
淋
接
搬
の
車
習
翌
率
で
、

外
資
導
入
金
額
は
実
行
ベ
ー

ス
で
向
２

・
踏
％
減
の
ジ
億

７
０
０
０
万
ド
ル

（６
０
６

０
据
じ
い
い
方
∪

だ
っ
汽

■
と
９
月
に
お
け
る
日
本
の

対
中
投
資
額
は
数
億
９
２
６

３
万
ド
ル

（２
８
６
６
億
５

２
４
昼
左
円
）
で
、

同
２３
，７０

％
の
媒

と

な
っ
汽

減
ケ
幅
は
■
～
７
月
の
１８
・

れ
な

■
生
き
月
の
１９
ゑ
ジ
犯

か
ら

一
段
と
拡
大
し
た
。

こ
れ
は
、

製
造
業
な
ど
の

大
型
条
件
の

一
巡
を
反
映
し

て
い
る
と
見
ら
れ
、

日
本
の

対
中
投
資
が
頭
打
ち
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。

全
体
に
占
め
る
日
本
の
罰

合
も
前
年
同
期
の
７

・
６７
％

か
ら
５

・
２８
％
に
低
下
し
て

い
る
。

国
連
貿
易
開
発
会
議

（Ｕ

Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
）
が
発
表
し
た

「
０７
年
世
界
投
資
報
告
」
に

よ
る
と
、

海
外
か
ら
の
投
資

先
と
し
て
ア
ジ
ア
で
最
も
注

目
さ
れ
る
地
域
は
、

引
き
続

き
中
国
本
上
が
ト
ッ
プ
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、

中
国
本
土
と
香
港

が
０６
年
導
入
し
た
外
資
直
接

投
資
額
は
、

ア
ジ
ア
全
体
の

半
分
以
上
を
占
め
た
。

同
報
告
に
よ
る
と
、

０６
年

に
お
け
る
中
国
本
上
の
外
資

直
接
投
資
額
は
６
９
０
億
ド

ル

（７
兆
９
３
５
０
億
円
）

に
達
し
た
。

こ
の
額
は
０５
年
の
同
期
に

比
べ
４
％
減
と
、

過
去
７
年

間
で
初
め
て
減
少
と
な
っ
た

が
、

主
な
要
因
は
、

外
資
の

対
中
投
資
に
お
け
る
金
融
サ

ー
ビ
ス
分
野
へ
の
投
資
額
減

少
に
よ
る
も
の
と
指
摘
し
て

い
る
。

一
方
、

香
港
が
０６
年
に
導

む

兵

暮

暑

窒

展

４
２
９
億
ド
ル

（４
兆
９
３

３
５
億
円
）
に
達
し
、

同
２８

％
増
加
し
た
。

こ
れ
は
歴
代
２
位
の
額
と

な
り
、

中
国
本
土
に
次
ぐ
ア

プ
メ
第
之
掌
↑な
っ
て
い
亀

ア
ジ
ア
で
中
国
本
土
と
香

港
に
続
き
、

外
資
直
接
投
資

総
額
が
多
か
っ
た
地
域
は
順

に
、

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
が
２
４

２
億
ド
ル

（２
兆
７
８
３
０

億
円
）
、

イ
ン
ド
が
■
７
０

億
ド
ル

（
■
兆
９
５
５
０
億

∪

、
毎
ふ

醒
揮

ル

↑

兆
■
２
７
０
億
円
）
、

台
湾

が
７４
億
ド
ル

（８
５
■
０
億

円
）
と
な

っ
た
。

中
国
南
部

一
の
大
都
市
、

　

州
や
中
国
南
部
へ
の
出
張
が
　
に
は
タ
ク
シ
ー

が
捕
ま
ら
な

核
家
族
化
す
る
こ
と
に
よ
り
　
重
な
る
の
で
、

「重
陽
」
と

喬
港
へ
の
玄
関
口
で
あ
る
広

最
近
寧
多
へ
な
っ
て
い
ま
す
”
　

く
な
Ｐ
と
さ
て
い
２
革
，
し
、

　
世
代
間
で
受
け
継
が
れ
な
く
　
名
づ
け
ら
れ
て
先
祖
を
敬
う

州
市
、

こ
の
地

へ
の
出
張
も
　
　
中
華
人
民
共
和
国
は
広
大

実
際
、

こ
の
オ
ー
ト
バ
イ
禁

な
っ
た
の
は
、

２０
年
、

３０
年
　
行
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

頻
繁
で
あ
る
。　

　
　
　
　
　
な
領
域
を
２３
の
省
、

５
つ
の
　
止
令
で
、

ど
れ
だ
け
引
っ
た

を
掛
け
、

都
市
の
路
地
裏
を
　
テ」
の

コ
重
陽
節
」
は
中
国
古

中
国
中
部
の
浙
江
省
義
鳥

自
治
区
、

４
つ
の
直
轄
市
に
　
く
り
な
ど
の
犯
罪
が
減
少
し

再
開
発
の
名
の
も
と
、

壊
し
　
代
の
戦
国
時
代
、

漢
朝

（紀

市
な
ど
は
大
き
な
間
屋
街
を
　
水
平
分
割
し
、

さ
ら
に
０
つ
　
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま

た
こ
と
に
よ
り
起
き
た
結
果
　
一死
前
２
０
６
年
―

紀
元
２
２

か
か
え
中
国
国
内
の
み
な
ら
　
の
軍
管
区
を
置
き
統
治
し
て
　
せ
ん
が
、

日
本
で
は
お
お
ご

で
す
が
、

こ
こ
中
国
で
は
日
　
０
年
）
か
ら
盛
ん
に
な

っ
た

ず
、

世
界
的
に
有
名
な
小
商

お
り
、

こ
の
中
の
も
碁
津
ほ
　

と
で
し
ょ
う
、

食
事
の
出
前

本
の
路
地
う
ら
に
相
当
す
　
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

品

（雑
貞
）
を
商
う

一
大
間

深
別
、

珠
海
の
経
済
特
区
を
　
や
、

速
配
な
ど
の
高
い
は
成

る

″
フ
ー
ト
ン

（胡
同
）
″
　
　
重
陽
節
の
間
、

お
墓
参
り

屋
街
都
市
で
す
が
、

国
内
外

含
め
た
２‐
市
か
ら
な
り
、

広

り
立
た
な
く
な
り
ま
す
し
。

　
を
再
開
発
の
名
の
も
と
、

猛
　
を
し
、

先
祖
を
思
い
、

敬
う

問
わ
ず
大
国
の
取
引
を
し
て

州
市
は
、

中
華
人
民
共
和
国

特
例
が
な
け
れ
ば
郵
便
局
の

烈
な
勢

い
で
消
滅
さ
せ
て
　
と
共
に
、

出
に
登
る
風
習
も

い
る
た
め
お
店
で
は
、

二
Щ

　

南
部
広
東
省
の
省
き
で
あ
Ц

　
バ
イ
ク
配
達
が
出
来
な
く
な

い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
当
時
の

２
個
の
サ
ン
プ
ル
品
購
入
で
　
華
南
地
区
全
体
の
行
政
的
中
　
り
ま
す
。

た
ぶ
ん
郵
便
局
と

　

そ
の
消
滅
す
る
速
度
は
年
　
易
者
が
三
に
、

「陰
暦
の
９

は
ま
と
も
に
相
手
に
さ
れ
す
（
　

心
で
、

人
口
約
■
０
０
０
万

か
公
共
の
も
の
は
例
外
が
あ

単
位
で
す
の
で
、

核
家
族
化
　
月
９
日
に

一
家
揃

っ
て
高
い

見
本
品
の
入
手
は
難
し
い
で
　
人
を
導
乙
つ
本
都
市
で
あ
る
。

　

る
の
で
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
の
弊
害
が
日
本
同
様
こ
れ
か
　
と
こ
ろ
へ
登
り
な
さ
い
」
と

す
し
、

ま
た
、

生
産
工
場
は
　
　
中
国
に
は
こ
の
よ
う
な
都

　

例
外
が
あ
れ
ば
、　
″上

に

ら
の
中
国
で
、

日
本
以
上
の
　
諭
し
、

そ
の
通
り
に
し
た
と

ど
こ
？
の
質
問
に
は
工
場
は
　
市
が
何
十
も
あ
る
わ
け
で
す

政
策
が
あ
れ
ば
、

下
に
対
策

速
さ
で
社
会
の
負
と
し
て
現
　
ア」
ろ
、

大
き
な
焚
い
か
ら
逃

中
国
南
部
の
広
州
や
深
判
と
　
か
ら
、

人
ロ
ー３
億
と
も
１４
億

が
あ
り
″
と
話
々
の
政
府
の

れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ

の
回
答
が
大
部
分
で
す
。

　
　
と
も
言
わ
れ
る
の
が
わ
か
り
　
政
策
に

″対
策
″
で
政
府
の

　

最
近
の
日
本
の
若
者
が
社
　
と
で
、

民
間
に
も
流
行
り
だ

何
故
こ
の
南
部
地
区
の
広

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
規
制
を
逃
れ
て
い
る
規
制
逃

会
の
ル
ル
ー
を
無
視
し
た
自
　
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

州
や
深
別
な
の
で
し
事
つ
か
。

　
　
こ
の
広
州
市
も
急
速
な
経
　
れ
の
一大
す
の
出
国
人
の
こ
く

　
公
勝
才
ダ
筆
裂
“取
る
の
は
、　

　
中
国
の
２０
代
前
半
の
人
た

皆
様
す
で
に
二
伝
梨
昭
環
ワ、
　

済
発
展
々
遂
げ
て
い
る
瞳
喚

　

実
効
を
挙
げ
る
の
は
難
し
い

書
路
地
裏
で
の
隣
近
所
す
べ
　
ち
に
話
を
聞
く
と
、

こ
の
風

文
革
以
降
郵
小
平
氏
が

″改

大
き
な
問
題
を
抱
え
る
よ
う
　
の
で
し
ょ
う
が
、

ど
の
様
な

て
顔
な
じ
み
と
い
っ
た
社
会
　
習
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
は

州
地
区
に
、

軽
工
業
の
工
場
　
バ
イ
禁
止
令
は
、

ま
さ
に
こ
　
奇
策
の
対
策
が
で
る
の
か
葉

的
制
約
が
あ
り
、

自
分
木
位
　
ま
し
た
。

を
移
転
し
、

生
産
し
て
き
た
　
の
奇
墨
本
埜
を
解
埋
養
至
孔

　

し
み
で
す
。

そ
の
奇
策
が
判

な
行
動
に
ブ
レ
ー
キ
が
自
ず
　
　
習
慣
を
小
ば
か
に
す
る
こ

経
緯
が
あ
り
ま
す
。　

　
　
　
　
広
州
市
内
で
の
オ
ー
ト
バ
　
れ
ば
皆
様
に
紙
上
を
か
り
報

と
掛
か
っ
て
い
た
の
が
、

路
　
と
で
、

習
慣
に
裏
打
ち
さ
れ

衣
類
の
縫
製
な
ど
は
関
連
　
イ
使
用
の
全
面
的
な
禁
止
で

告
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
地
裏
と
い
っ
た
地
区
の
崩
壊
　
た
先
祖
を
敬
う
こ
と
も
失
わ

す
る
部
品
は
多
く
は
な
く
、

　

す
。

な
ぜ
禁
止
と
な
っ
た
か
　
　
ア」
の
様
な
乱
暴
な
法
を
号

で
、

プ
レ
ー

キ
が
外
れ
暴
走
　
れ
る
気
が
し
ま
す
。

比
較
的
理
頼
で
も
縫
製
工
場

と
言
う
と
、

オ
ー
ト
バ
イ
に
　
令

一
下
実
効
で
き
る
の
も
、

　
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
　
　
経
済
の
発
展
と
共
に
多
く

は
立
地
で
き
ま
す
が
、

電
子
　
よ
る
引

っ
た
く
り
な
ど
の
犯

日
本
と
違
い
民
主
主
義
で
は

の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

　

の
も
の
を
失
い
、

古
き
良
き

関
係
の
製
品
は
、

多
く
の
分

罪
の
増
加
、

交
通
事
故
の
増

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

い
く
つ
　

↓黎
控
基
本の
成
約
の
幕
末
で
　
時
岱
密
富
慢
覇
袈
卒
夕し
Ｋ

業
さ
れ
た
製
品
の
上
に
成
り
　
加
私
く
■
失
南
母
傍
支
な
り
、

　

も
の
政
党
に
よ
り
、

法
案
を

一つ
つ
ツ
ノ
ー
ト
ン

３
閤
∪

″
　

現
在
の
日
本
で
過
ご
し
て
い

立
つ
産
業
で
あ
る
た
め
、

閣
　
そ
の
解
決
方
法
と
し
て
、　

一　
審
議
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な

の
消
滅
は
、

中
国
で
も
若
者
　
る
私
は
、

ま
だ
多
く
の
古
き

連
す
る
生
産
工
場
が
整
備
さ
　
辺
伸
兜

コ聖
夢
よ
館
ダ
石
、

　

く
、

命
令

一
下
実
行
あ
る
の

の
暴
走
が
始
ま
る
素
地
が
出
　
習
慣
の
残
る
中
国
に
魅
力
を

れ
た
広
州
、

深
捌
が
中
国
の
　
オ
ー
ト
バ
イ
の
全
面
使
用
禁

み
。

逆
に
そ
つ
で
な
け
れ
は
、

　
来
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
　
感
じ
て
い
た
の
で
す
が
、

経

理
工
業
と
く
に
電
子
産
業
の

止
と
い
う
こ
と
ら
し
い
の
で
　
１３
億
人
の
人
民
を
束
ね
る
の

の
中
国
で
そ
の
様
な
現
象
が
　
済
の
発
展
で
食
生
活
も
、

着

中
心
に
育
ち
、

今
日
に
至
っ
　
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
難
し
い
の
だ
ろ
う
と
思
い

始
ま
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
ハ
　
る
０
の
も
変
つ
費
ヶ
ヽ
な
り
へ

て
お
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
５
年
ほ
ど
前
か
ら
、

ナ
ン
　
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
レ
ム
以
工
の
無
法
効
帯
が
、

　

街
の
雰
囲
気
も
中
国
の
香
り

広
州
市
は
多
く
の
間
屋
街

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
発
行
を
抑

　

一経
済
の
発
展
と
共
に
失
う

中
国
の
各
大
都
市
に
出
現
す
　
や
音
が
あ

っ
た
多
く
の
フ

を
抱
え
て
お
り
、

少
量
で
の
　
え
、

猶
予
期
間
を
経
た
後
に
　
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は

る
予
感
が
し
ま
す
。
　
　
　
　
―
ト
ン
が
な
く
な
り
、

何

サ
ン
プ
ル
買
い
も
大
丈
夫
な

実
施
と
な
Ｐ
よ
宏
革
子
が
、

　

日
本
登
同
様
た
っ
た
さ
つ
に
、　

　
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
国
の
　
の
変
哲
も
な
い
高
層
マ
ン

の
と
、

工
場
が
近
く
に
も
あ
　
問
題
解
決
策
が
オ
ー
ト
バ
イ

古
き
良
き
習
慣
が
こ
の
中
国

古
き
良
き
習
慣
の

一
つ
に
、

　

シ

ョ
ン
と
な
り
、

日
本
と

り
ま
す
の
で
、

相
談
が
し
や
　
の
使
用
禁
止
と
は
な
ん
と
も
　
で
も
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
日
本
の
お
彼
岸
と
同
様
に
先
　
変
わ
ら
な
く
な
り
つ
つ
あ

す
い
の
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

大
胆
な
方
法
で
す
。

こ
の
禁
　
ン」
れ
は
経
済
発
展
に
伴
う
儀

祖
を
敬
う
大
事
な
行
事
と
し
　
る
中
国
に
、

ど
の
よ
う
な

で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
止
に
よ
り
、

タ
ク
シ
ー

な
ど

牲
と
言
え
ま
す
。　

　
　
　
　
て

コ葺
賜
国

が
あ
均
ま
す
。

　

魅
力
が
残
る
の
か
私
に
は

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
広

の
利
用
客
が
増
加
し
、

夕
刻
　
　
日
本
の
古
き
良
き
習
慣
が
　
　
「重
陽
節
」
、

旧
暦
９
月
　
不
安
で
す
。
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明
梅
物
五
！企寝
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長
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・幅
″士理機ウスサ払繁・
　
一的ギ抑奔一抑億円の売上
一ぱウウ拘付イ沖暗請Ｆ詢
一治報松司を設立し業務を
一競辻摸略落迎名縄悠伺一一
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険

（中
国
）
有
限
公
司

一
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L海中医薬大学
国際 教 育 学 院
P医高等教育学院の一つである。大学は教育、医療、科学研究の三本柱を一体とし
【学院のトップランクとなっている。 1999年 には国家教育部(文部省)の審査に

ところ中国本上の中医薬大学、中医学院の中でこの名誉に輝いたのは上海中医薬大
|‐‐■■ ■

72の学部を有しています。
玲 セ カtF訂 五五″ド■月11 てくnよ

本学は現在15の学院、
ど多月1盟公米作命く nnnよ
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Ｔ
ｇ
砕
ユ
脅

辞ヽ
工
　
ａ
コ
？
２
ウ
ａ
勲
？
木
宮
本
　
国
堆
②
）
普
球
⑫
Ｙ
国
中
ユ
　
　
　
　
　
　
。γ
鼻
導
碑
脅

導
￥
用
勲
雲
ラ
ギ
脅
回
勲
ユ
　
々
と

コヽ
の
字
導
②
何
と
平
　
）
勲
靭
％

。γ
早
導
θ
留
韓

ａ
圏
鮮
智
堅
▼

レヽ
率
鮮
θ

固
中
砕
ユ
ウ
２

。
（□
０
０

　

坊
石
室
め
留
せ
つＡ
ネｕ
率
僻
　
マ
官
？
留
打
妥

″
９
暉
甑
″
　
ギ
酌
勲
コ
輿
既

鮮ヽ
ニ
ユ
ロ

０
９
立
Ｔ
）
狂
閃
伍
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
連
翠
何
と
平

ユヽ
章
黙
ユ
亨
　
⑫
勢
章
⑫
営
尋

ヽ
ユ
写
＋

里
饗
里
率
ａ
脅
撃
妥
裏
コ
軽

Ｔ
暫
勲
コ
￥
と

革ヽ
田
】
妥
　
鮮
何
と
平

？ヽ
？
？
黒
説
圏
　
砕
γ
肇

。こ
ユ
ウ
吻
率
学
黒

ヤ
勲
碑
首
国
冒
コ
戦

。こ
妥

コ
聾
亭
⑫
抑
首

ヨヽ
率
⑫
旺
　
鮮
辞
率
ヽ
左
）
ナ
率
暮
￥
ユ
　
筆
挙
ュ
亭

ギヽ
？
？
Ｐ
ｕ
課

ａ
ｒ
尊
率
を
ｆ
率
￥
郭
鮮
錠

閃
伍
Ｏ
Ｏ
０
９
暫

ユヽ
字
２
　
拝
妥
撃
Ｔ

ａヽ
留
コ
］
勤
ａ
　
マ
妥
暫
②
科
宰
翠
曜
立

選ヽ

々
Ｅ
不
々
▲
ワ
ニ
不
普
⑫
普

ヽ
（日
立
６
）
国
閃
伍
Ｏ
Ｏ
　
韓
一「
副
鮮
予
欧
段
⑫
何
〓
平
　
天
Ｅ
不
々
▲
⑫
コ

勲ヽ
斉

　

副
勲
今
判

鮮ヽ
率
ａ
導
０
留

洋
千
Ｙ
を
４
コ
固
串

母ヽ
や
率
整

〓ヽ
町
￥
除

壺ヽ
晶
普
里

Ｏ
ヽ 轄

畦
］
屯

歌
韓
壊
担
装
離
ギ
単
勘
お
酎
弾
喚
犠
蝉
挨
側

立

譜

矧

剛

到

餡
■

口ヽ
率
？
ｆ
却
革
コ
ン

ー
〓
雷
髪
争
単
⑫
彰

（
コ
喜

⑫
と
Ｋ
客
Ｖ
左
∠
率
ａ
萄
引

密
率
？
ｕ
ユ
碑
暉
彰
コ
報
聖

撃
ｆ
ｕ
率
幣
字
ウ
ぐ
に
粒
⑫

ユ
餡
単
？
摯
駅
撃
辞
￥
報
⑫

叢
）
掌
国
）
章
独
潔
聖
盟
ギ

ユヽ
ａ
脅
印
目
⑫
不
理
》
盲

宰
媒

？ヽ
？
平
コ
》
頚
理

。￥
ａ
コ

暉
脅
酌
妥
脅
コ
？
至
昌
程
妥

》
首
挙
？
工
享
塁
晏
獣
堂
ど

（Ｖ
伊
閃
）
抑
菖
翔
●
⑫
業

専
餡
Ｔ

ユヽ
ａ
７
理
理
擦
土

⑫
》
首
筆
豆
晏
身
髪

９ヽ
率

ウ
エ
ル
襲
多
垂
串
ウ
ジ
留
妥

期
堂
ど
Ｖ
？
閃
⑫
兼
）
歓
可

？ヽ
Ｐ
挙
瑠

（》
努
理
）
》

首
宰
垂
鼻
鼻
碧
率
理
固
中

卿
騨
瑠

。？
ｕ
ユ
∩
普
妥
湧

瞥
⑫
マ

「？
ｍ
ユ
∩
鞠
理
妥

？
コ
ツ
留
Ｃ
Ｃ
碑
黒
委
狸
辞

範
滋
裏
群
⑫
固
中

勲ヽ
マ
２

ワ
ｕ
ユ
寮
ユ
種
墾
妥
抑
葛
業

υ
？
▼
コ
募
》
鮮
国
中
⑫
□

Ｔ
妥
髪
鋼

。２
留
ゑ
撃
〓
韓

享
秘
⑫
手
国
国
緊
軍

マヽ
？

口
甲
妥
％
憾
～
防
⑫
豪
秘
》

単
ギ
ツ
挙
抑
菖
兼
）
勲
コ
朝

r―T習護餡典

影首髪豆塁
』・VttN

Y率固串②羊専普享ヤ.>yロャ
調
国

。？
〕
ユ
ｃ
率
脅
口
翌

率
率
撃
⑫
豪
郡
中
革
⑫
業
）

裏
▼
♀
？
コ
ワ
い
ユ
Ｙ
詩
韓

蔓
郡
抑
菖
業
∪
率
Ｙ
早
？
部

固
」

勲ヽ
Ｌ
募
ヤ
弾
望
興

。率
◆
率

脅
平
併
勲
美
）
率
ａ
国
程
？

擦
Ｖ
野
軒

理ヽ
“
０
０
０
Ｔ

勲
単
亜
監
圏
彰
翌
平
ａ
目
軽

コ
固
中
鮮
業
）
と
豪
》

９ヽ

幹
ユ
∩
不
礎
妥
Ｙ
津

山ヽ
ウ

妾
享
程
コ
国
中
鮮
科
０
８
ラ

索ヽ
Ｃ
Ｏ
弔
Ｏ
０
９
率
ｃ
Ｙ

コ
や
畢
業
Ｖ
γ
掌
⑫
首
弔

。２
】
ユ
尋
忌
黎
町
妥
導
密

⑫
γ
騨
著
璽
彰
理
７
彩
軍
撃

⑫
）
国
中
勲
業
Ｊ
妾
享
ヤ

。
ウ
ｕ

ユ
γ
爵
砕
“
韓
髪
圏
彰
鯉

ど
Ψ
筆
課
軍

コヽ
軸
回

ユヽ

兼
Ｙ
ｎ
ｔ

４
勲
⑫
？
】
ユ
ａ

宰
多
Ω
朝
率
堅
ピ
砕
暮
ユ
竪

Ｙ
養
募
▼
⑫
ユ
ど
―

）
ウ
革

②
固
中

翻ヽ
粕
お
的

コヽ
学

ｆ
コ
報
募
〕
圏
②
擦
髪
騨

。￥
鍛
軒
攣
留
暫
鮮
功
豆
引

γ
彰
卑
コ
享
離
０
業
）
固
杉

ユ
土
⑫
揮
到
率
率
媒

ａヽ
球

ユ
早
豊
ａ
郎
コ
固
中
韓
Ｖ
裏

団
▼

中ヽ
ウ
エ
装
ヨ
コ
朝
聖

朝
鮮
撃
撃
口
″
▲
０
国
中

じ

ｕ
ュ
ｃ
妥

毒

享

守

菫

〓
②
享
親
摯
副
国
ヤ
⑫
首
冊

ヽ
を
こ
曽
工
団
王
婆
緒
騨
ｕ

率
字
コ
考
晋
コ
ユ
ニ
勲
聾
種

望
裏
穂
親
国
享
杉
⑫
固
中

。率
ａ
コ
ギ
脅
酌
晏

脅
Ｐ
率
∩
妻
コ

（日
財
Ｏ
Ｏ

０
８
Ｙ
穂
）
“
Ｈ
期
Ｏ
Ｏ
Ｚ
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ユ
ｒ
ｔ

）
〕
首
勲
聾
Ｙ
最

裏
》

ａヽ
雲
コ
子
王
Ｉ９
勲
業

マ
妥
募
ヤ
率
字
黒
Ｌ
鰹
辞
不
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ユ
国
中

コヽ
ユ
導
￥
暫
カ

粛

ユ

尋

聾

享
警

葛
銅
固
固
中
回
Ｈ
尊
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率
攣

黒
勲
圏
塚
Ｐ
γ
勲
館
望
里
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ユ
ｃ
率
？
軍
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率
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固
母
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早
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ａ
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Ｙ
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Ｔ
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髪
ユ
ａ
聖
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Ｔ
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聾
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ヤ
②
国
中
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コ
堪
撃
⑫

（
⊂
Ｖ
こ
Ｏ
Ｎ
ｎ
）
理
》
髪
圏
者
斉
霞
固

。率
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率
コ
暉
留
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ユ
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著
⑫
蝉
髪
里
韓
マ
官
率
ａ
寮
コ
科
立
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鮮
兼
）
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豪
》
率
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ス
ト

国
！平

‥こ
掛
郡
各
種
塗
基
易
委
員
会
は

「上
海
外
資
企
業
投
資
環
境
白
重
」
を
公
布
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

上
海
で
投
資
規
模
が
最
も
大
き
い
外
資
系
企
業
１０
社
の
投
資
総
額
が

４８
億
ド
ル

（５
５
２
０
億
円
）
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、

上
海
に
お
け
る
外
資
系
企
業
の
投
資
利
益
率
が
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お

り
、

上
海
の
外
商
投
琶
頚
境
が
好
調
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

上
海
対
外
経
済
貿
易
委
員

会
が
公
布
し
た

「上
海
外
資

企
養

輩

寵

雷

置

で
、

上
海
市
の
外
資
企
業
の
投
資

規
模
上
位
１０
社
ラ
ン
キ
ン
グ

が
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

上
海
で

投
資
規
模
が
最
も
大
き
な
外

資
系
企
業
１０
社
は
、

ゼ
ネ
ラ

ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
、

住
友
、

日
立
、

伊
藤
孟
一、
三

菱
、

三
井
物
産
、

シ
ー
メ
ン

ぢ

ラ

火

幾

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
と
な

っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
１０
社
の

投
資
事
業
は
計
５
６
■
件
に

上
り
、

投
資
総
額
は
４８
億
ド

ル

（５
５
２
０
億
円
）
を
超

え
て
い
る
”
　
　
　
　
」

ま
た
同
白
書
に
よ
る
と
、

米
ビ
ジ
ネ
ス
誌
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
の

「０６
年
世
界
ト
ッ
プ
５

０
０
社
リ
ス
ト
」
に
入
っ
た

金
恭
ち
ス

と
Ｆ
紫
国
・

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
・
日
本
を
中
心

と
し
た
２
５
７
社
が
上
海
で

捜
資
し
て
い
る
と
い
う
。

累
計
投
資
事
業
数
は
、

０６

年
末
時
点
で
■
８
８
４
件
に

達
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
生

産
・
貿
易
企
業
へ
の
投
資
が

■
５
３
７
件
で
全
体
の
８
２

％
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、

契
約
ベ
ー
ス
の
投

資
総
額
は
２
２
７
億
■
０
０

万
ド
ル

（２
兆
６
■
０
６
億

■
５
０
０
万
円
）
で
、

全
市

の
契
約
ベ
ー
ス
の
外
資
受
入

額
の
１９
・
８２
％
を
占
め
て

い
る
。

業
種
別
で
見
る
と
、

投
資

分
野
は
主
に
、

銀
行
、

自
動

事

議

督

と

ュ
攻

半
導
体
、

保
険
、

電
子
、

電

気
設
備
、

製
薬
、

化
学
品
な

ど
に
集
中
し
て
い
る
。

同
自
書
に
よ
る
と
、

世
界

銀
行
が
中
国
■
２
０
都
市
の

外
資
系
企
業
■
万
２
４
０
０

社
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で

は
、

上
海
は
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ス

ト
が
高
い
も
の
の
、

外
資
系

企
業
の
捜
資
利
益
率
を
見
る

と
、

中
国
全
上
の
２２
％
に
対

し
、

上
海
は
２４
・
７３
％
と
全

国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

０６
年
の
利
益
総
額
は
、

前

年
同
期
比
２５

・
４
％
増
に
達

し
名ま

た
同
白
書
に
よ
る
と
、

フ
オ
ー
チ
ュ
ン
は

「上
海
は

中
国
一
の
ビ
ジ
ネ
ス
都
市
で

あ
る
」
、

大
手
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
機
関
は

「上
海
の
投

資
環
境
は
良
好
で
強
い
総
合

競
争
力
を
有
し
て
い
る
」
と

評
価
し
て
い
る
。

外
資
メ
ー

大
手
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
企
業
の
寮
迪
顧
間

（Ｃ

Ｃ
Ｉ
Ｄ
）
は
こ
の
ほ
ど
、

０７

餐

畠

覇

（会

邑

に
お
け
る
中
国
プ
ラ
ズ
マ
テ

カ
ー
好
調

レ
ビ
市
場
に
関
す
る
報
告
を

発
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
０７
年
第

２
四
半
期
に
外
資
系
メ
ー
カ

ー
の
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
の
小

プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
市
場
へ

売
価
格
を
大
幅
に
引
き
下
げ

た
結
果
、

販
売
量
が
大
幅
に

増
加
し
、

依
然
と
し
て
市
場

を
席
巻
、

日
立
、

松
下
の
日

系
２
社
だ
け
で
６。
％
を
超
え

て
い
る
。

　
一

寮
迪
顧
間
は

「国
産
ブ
ラ

ン
ド
の
シ
ェ
ア
が
急
速
に
滅

少
し
て
い
る
の
に
対
し
、

外

資
系
プ
ラ
ン
ド
が
軒
並
み
存

蔑

姦

宅

孝

柔

３７
イ
ン
チ
、
４。
ィ
ン
チ
、

４２

イ
ン
チ
の
主
カ
モ
デ
ル
が

一

斉
隆
撃
客
Ｒ
年
学
の
に

外
資
系
ブ
ラ
ン
ド
の
値
下
げ

幅
が
国
産
フ
ラ
ン
ド
を
上
回

っ
た
こ
と
が
要
因
だ
」
と
述

べ
て
い
る
。

中
国
は
、

圧
倒
的
な
資
本
・
技
術
力
の
あ

る
外
資
企
業
の
資
本
参
加
に
対
し
、

国
内
企

業
が
乗
っ
取
ら
れ
る
、

と
異
常
な
ほ
ど
気
を

使
っ
て
き
た
。

し
か
し
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
４
位
の

経
済
大
国
と
な
り
、

外
賀
準
備
高
も
史
上
空

前
を
記
録
し
、

審
戒
心
だ
け
で
防
ぐ
わ
け
に

は
ゆ
か
な
い
。

そ
の
た
め
外
資
開
放
を
行
い
、

外
資
Ｍ
＆
Ａ
に
対
し
て
も
オ
ー
プ
ン
な
形
で

世界が注 目する ビジネス都市ヘ

今
年
の
夏
は
、

日
本
国
内

で
も
記
録
的
な
気
温
で
、

″猛
喜
か
と
呼
べ
る
夏
と
な

り
ま
し
た
が
中
国
の
気
候
は

電

秦

繰

亜
熱
帯
【
熱
帯
の
四
気
燥
帯

に
分
か
れ
、

東
部
は
温
暖
で

雨
の
多
い
海
洋
性
気
候
。

西

に
向
う
に
つ
れ
て
乾
燥
が
激

し
く
な
り
、　

一
日
の
気
温
差

が
激
し
い
大
陸
性
気
候
へ
と

変
化
す
る
。

ウ
イ
グ
ル
な
ど

で
は
■
Ｂ
の
気
温
差
が
激
し

く
、

全
国
最
高
気
温
の
４７
・

６
度
を
記
録
し
な
が
ら
、

最

隻

温
の
軍

ナ
る

る

度
も
記
録
す
る
ほ
ど
年
間
の

気
温
の
差
も
著
し
い
。

海
南
島
の
よ
う
に
常
夏
の

最
も
あ
れ
ば
、

昆
明
の
き
つ

に

「四
李
香
の
如
し
」
と
言

わ
れ
る
所
も
あ
り
ま
す
。

ま

た
、

夏
が
訪
れ
な
い
黒
議
江

北
部
の
よ
う
な
所
も
あ
る
。

一響
募
差
夏
濃
の
は
更
Λ

広
州
（
武
漢
、

重
慶
の
４
都

市
で
、

俗
に

「中
国
四
入
力

マ
ド
」
と
言
わ
れ
、

中
国
で

は
こ
の
地
区
の
暑
さ
を
酒
の

上
で
の
与
太
話
で
、

夏
に
は

電
線
の
上
の
ス
ズ
メ
が
焼
き

鳥
に
な
る
と
話
さ
れ
て
い
ま

す
。

本
当
に
尋
い
、

暑
い
地

区
で
す
。

こ
の
暑
い
地
区
で
生
活
す

る
知
恵
と
し
て
、

特
に

″カ

マ
ド
″
と
称
さ
れ
る
四
川
省

で
、

食
欲
増
進
の
た
め
、

あ

の
辛
い
、

辛
い
、

四
川
料
理

が
発
達
し
た
。

辛
い
と
言
え
ば
、

世
界
の

熱
帯
地
区
に
あ
る
イ
ン
ド
、

パ
キ
ス
タ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ

ス

タ
廷
薫
霊
僕
密
雰

の
料
理
も
辛
い
で
す
。

　
皆

さ
ん
も
今
年
は
夏
バ
テ
防
止

蜂

雰

用

墨

匿

雰

の
人
々
に
習
い
、

辛
い
料
理

で
体
力
を
付
け
て
下
さ
い
。

夏
に
食
欲
が
出
ず
、

冷
や

し
素
麺
の
食
生
活
を
し
て
い

る
方
は
、

夏
に
こ
の
地
域
に

出
張
で
出
掛
け
る
の
は
避
け

た
方
が
賢
明
で
す
。

出
張
が
避
け
ら
れ
な
い
方

は
、

辛
い
料
理
が
取
れ
る
食

日
本
で
は
夕
方
に
な
る
と

風
が
あ
り
、

口
と
な
く
凍
感

が
あ
り
ま
す
が
、

内
陸
に
あ

る
上
海
（
広
州
、

四
川
等
は

夕
皿
の
表
現
そ
の
物
で
、

空

気
の
動
き
は
ピ
ッ
タ
と
止
ま

ｑ

そ
済

至

晋

ま
れ
一

野
外
で
ピ
ン
ポ
ン
や
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
が
出
来
る
無
風
状

態
で
す
。

中
国
の
地
方
の
都

市
で
は
、

今
で
も
衛
角
に
ピ

ン
ポ
ン
合
が
野
外
に
あ
る
の

を
良
く
見
受
け
ま
す
。

そ
れ
と
意
外
と
ポ
ケ
ッ
ト

の
あ
る
玉
突
き
合
が
、

軒
下

に
置
か
れ
、

薄
暗
い
裸
電
球

の
下
で
、

結
構
多
く
の
若
者

が
玉
突
き
を
楽
し
ん
で
い
る

風
景
を
見
受
け
ま
す
。

日
本
で
は
玉
突
き
台
自
体

が
か
な
め
嵩
騒
拝
蜜
軍
妥
鎌
ス

屋
外
に
あ
る
こ
と
は
先
ず
目

壕

曇

据

喜

無

、

中
国
で
は
、

玉
突
き
合
と
卓

球
合
は
屋
外
に
あ
る
事
が
多

い
で
す
。

ク
ラ
ー
の
な
か

っ
た
時

代
で
は
、

生
活
の
知
恵
と

し
て
、

蒸
し
暑
い
屋
内
よ

り
も
、

屋
外
で
の
遊
び
が

好
轟

あ

ど

晨

事

”

中
国
の
暑
さ
を
紹
介
し

た
つ
い
で
に
、

も
う

一
つ

紹
公
２
駅
あ
が
わ
ｑ
玉
孔

霧
い
国
で
は
、

熱
中
症

予
防
に
は
水
分
補
給
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
、

最
近
は
便

利
に
な
り
、

ベ
ッ
ト
ボ
ト

ル
入
り
の

″
水
″
や

″
烏

寵
茶
な
が
売
ぢ
れ
て
い
ま
す
↓

そ
れ
も

″サ
ン
ト
リ
ー

罪

の
も
の
で
す
。

中
国
国
内
で
販
売
さ
れ

て
い
る

″鳥
龍
茶
″
に
は
、

″
加
糖
″
と

″
無
糖
″
の

２
種
類
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
下
さ
い
。　
″

加
糖
″

と
は
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
並

み
の
首
ふ
あ
里
手
の
Ｋ

中
国
国
内
の
コ
ン
ビ
ニ
等

で
購
入
さ
れ
る
時
は
、

注

意
さ
れ
る
事
を
薦
め
ま
す
。

こ
れ
渡
尊
自
の
み
で
な
ど
、

香
港
、

台
湾
、

シ
ン
ガ
ポ

ト
ル
等
、

日
本
以
外
で
は

″
加
糖
″
の

″烏
龍
茶
″

や

″緑
茶
″
が
あ
り
ま
す

の
で
、

念
に
は
念
を
入
れ

て
購
入
下
さ
い
。

が
難
察
すド
護
襲
笠
醤

帥豚
韓ボ
願
護ψ嬰
寵
然

鎌
韓発
蒻
鋼
統
親雲
鍵
て菱
華
従

批複セ優先すべきと薦め
貯一識講離犠様一ヤ確▼注

は義
麓
韓華
鎌
堰
姉葬
〓

とるころが大半です。　　とにはなり洋やん。

寵

ニ

ア

ま

通
常
は
２
時
間
の
昼
寝
の
　
皆
様
も
今
年
の
暑
い
夏
で

習
慣
が
あ
り
ま
す
。

年
後
の

一語
調
さ
れ
た
事
と
思
い
ま
す

就
業
開
始
は
２
時
以
降
が
普

が
、

昼
が
暑
い
と
、

日
が
落

通
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
ち
て
ヤ
ッ
ト
出
歩
く
気
に
な

こ
の
昼
寝
の
習
慣
が
判
ら

り
ま
す
が
、

こ
の
地
域
の
方

ず
、

間
屋
街
を
回
っ
て
い
る

た
ち
は
、

夜
も
暑
い
た
め
、

と
き
の
こ
と
で
す
。

ど
こ
の

夜
更
け
近
く
ま
で
演
を
求
め

お
庫
を
回
っ
て
も
、

シ
ョ
ー

て
、

公
園
な
ど
に
い
る
こ
と

ケ
ー
ス
の
上
で
手
を
枕
が
わ

が
多
く
、

こ
れ
も
ま
た
、

夜

り
に
、

昼
寝
を
す
る
光
景
が

遊
び
好
き
と
一言
つ
こ
と
で
は

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。　
″な

な
く
、

署
く
て
寝
付
け
な
い

ん
だ
か
や
る
気
の
な
い
人
た

の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

萌帥帥申劫巾弗巾〓濃筆送自．印律ｒ申昨韓〓「知中中

―
卜
、

在
宅
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
な
ど
。

Ｕ
Ｒ

Ｌ

一
車
づ
き
ｆ
ヨ

景ヽ
多
ｏ
Ｓ

ユ

０
８

ヨ

繋
串一中即鞘
葬
一詳
球華
鴫料

と
な
る

「無
水
フ
ッ
化
水

素
酸
」
の
生
産
拠
点
を
設
立

す
る
。

中
央
三
井
信
託
銀
行
は
こ

の
ほ
ど
、

北
京
に
駐
在
員
事

隣
所
と
開
捜
す
る
と
路
長

よ
る
二
酸
化
炭
素
削
減
分

丘
笛
警
し
轟
蜜
る
「

管
エ
ネ
醍
品
の
ほ
肢
と
排

０８
年
度
中
に
、

中
国

・
深

捌
に
現
地
法
人
を
設
立
す

る
こ
と
を
開
ら
か
に
し
た
。

力
２
万
５
０
０
０
ト
ン
の

工
場
建
設
に
３０
億
円
を
投

じ
、

０９
年
４
月
の
障
勘
開
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国
有
企
業
改
革
に
有
利

世
界
的
な
Ｍ
＆
Ａ
の
拡
大
は
、

中
国
に
も
影
導
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、

０６
年
中
国
に

お
け
る
外
資
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
合
意
額
は
、

投
資
額
全
体
の
わ
ず
か
２
・
５
％
だ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
商
務
部
は
、　

Ｆ
外資
系
企
業
に
よ
る
中
国
で
の
Ｍ
＆
Ａ
は
初
期
段
階
で

あ
り
、

今
後
中
国
経
済
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
は
現
在
拡

大
中
で
あ
り
、

外
資
企
業

が
中
国
企
業
を
買
収
す
る

形
式
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

中
国
企
業
間
で
も
行
わ
れ

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

さ
ら
に

「中
国
企
業
の

海
外
投
資
形
式
は
、

直
接

投
資
か
ら
Ｍ
＆
Ａ
へ
と
変

化
を
見
せ
て
い
る
。

か
つ
て
の
大
量
の
工
場

建
設
投
資
よ
り
も
、

土
地

の
拡
大
を
必
要
と
し
な
い

Ｍ
＆
Ａ
は
、

投
資
獲
得
、

企
業
発
展
と
い
う
目
的
を

共
に
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
た
め
、

中
国

へ
の
メ
リ

ッ
ト
は
大
き
い
」
と
の
見

解
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、

多
く
の
国
有
企

業
は
、

外
部
か
ら
の
資
金

・

８

ヽ

外
資
系
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
は

国
有
企
業
の
改
革
に
も
メ

リ

ッ
ト
が
あ
る
と
し
、

今

後
は
Ｍ
＆
Ａ
の
健
全
化
を

目
指
し
、

規
制
と
管
理
を

強
化
し
て
い
く
と
述
べ
た
。

高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
中

国
の
沿
岸
部
の
都
市
、

上
海

や
広
州
な
ど
は
、

代
表
的
な

大
き
な
都
市
で
す
。

こ
の
沿
岸
部
の
大
き
な
都

市
に
は
、

教
育
の
基
礎
が
十

分
行
わ
れ
て
い
な
い
農
村
部

か
ら
多
く
の
労
働
者
が
出
て

き
て
働
い
て
い
ま
す
。

工
場
内
で
働
く
人
た
ち
の

賃
金
は
、

外
資
系
企
業
や
内

資
の
工
場
に
よ
っ
て
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、

販
売
用
景
品

（ノ
ベ
ル
テ
ィ
ー
）
な
ど
で

よ
く
使
わ
れ
る
小
さ
な
商
品

な
ど
の
組
立
て
工
場
で
は
、

■
国
人
民
元
３０
～
５０
元
程
度

で
す
。

日
本
円
で
４
８
０
円

～
８
０
０
円
ぐ
ら
い
で
す
か

ら
、

日
本
の
パ
ー
ト
の
時
給

と
中
国
で
の
■
日
７
時
間
労

働
の
日
結
と
が
一
緒
ぐ
ら
い

で
す
。

ま
た
、

大
き
な
違
い
は
労

働
環
境
で
す
。

現
在
、

紙
封

衛
の
製
作
を
依
頼
し
て
い
る

工
場
が
あ
り
ま
す
。

印
刷
機
は
ド
イ
ツ
製
の
物

で
日
本
と
同
様
も
し
く
は
そ

れ
以
上
の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ

ー
の
機
械
を
導
入
し
て
い
ま

上
半
期
の
外
資
利
用
額

前
年
同
期
比
１２
・
ヤ
％
増
如

商
務
部
が
明
ら
か
に
し
た

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

研
年
■

～
６
月
、

全
国
で
新
し
く
設

立
さ
れ
た
外
資
投
資
企
業
は

■
万
８
６
８
３
社
で
、

前
年

同
期
に
比
べ
５

・
４
％
減
少

し
た
が
、

実
行
ベ
ー
ス
で
の

外
資
利
用
額
は
３
■
８
億
８

９
０
０
万
ド
ル

（３
兆
８
２

６
６
億
８
０
０
０
万
円
）
と

す
。

問
題
は
手
作
業
で
行
う

一作
業
員
も
大
変
で
す
が
、

費

仕
事
を
し
て
集
中
力
が
保
て

作
業
場
で
す
。

天
丼
高
は
５

砂
で
工
場
内
や
机
の
上
は
真

る
と
思
い
ま
す
か
？

ｍ
～
７
ｍ
ほ
ど
あ
る
。　

一
般
　
っ
白
、

こ
の
よ
う
な
環
境
の
　
品
質
の
皓
さ
や
不
犀
的
に

曲堺
裾
侵
丙
で
、

細
堺
予
べ
、

　
中
で
印
刷
物
を
扱
う
こ
と
は

こ
ん
な
環
境
の
問
題
か
ら
も

印
刷
、

裁
断
が
終
わ
っ
た
袋

驚
き
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
趨
き
て
い
る
の
で
す
。

起
こ

を
、

折
り
、

糊
付
け
を
行
な
　
　
私
達
が
い
た
先
日
に
も
、　

る
べ
く
し
て
起
き
て
い
る
の

い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
■
日
に
３
人
が
熱
中
症
で
倒

が
現
状
で
す
中

日
本
で
は
空
調
の
効
い
た
　
れ
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
工
場
経
営
者
は
品
質
向
上

と
こ
ろ
で
行
っ
て
い
る
と
は
　
　
日
本
で
あ
れ
ば
、

間
違
い

の
た
め
、

ヨ
ス
ト
を
掛
け
空

資
が
駆
け
込
み
で
投
資
を
増

や
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。

な
り
、

同
期
比
１２

・
・７
％
増

加
し
■

曇

だ

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の

投
資
が
目
立
ち
、

外
資
系
企

業
に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ
も

一
部
の

地
方
で
急
増
し
て
い
る
。

饉
年
か
ら
外
資
へ
の
企
業

所
得
税
の
優
遇
が
段
階
的
に

廃
止
さ
れ
る
の
を
前
に
、

外

思
い
ま
す
が
、

こ
こ
の
印
刷

な
く
問
題
に
な
り
、

従
業
員

会
社
で
は
、

中
国
名
物
の
黄

か
ら
こ
ん
な
環
境
で
は
仕
事

砂
が
舞
う
中
、

窓
を
開
け
放

は
で
き
な
い
な
ど
と
の
ク
レ

っ
た
状
態
で
、

作
業
を
行
っ

―
ム
を
付
け
あ
れ
る
こ
と
で

て
い
ま
す
。

夏
の
上
海
は
外

し
ょ
う
が
、

日
舎
か
ら
出
て

気
で
３７
℃
、

湿
度
は
８０
％
を

き
て
仕
事
に
就
け
る
だ
け
で

超
え
、

ま
さ
に
サ
ウ
ナ
状
態

も
意
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

で
す
。

こ
の
中
で
作
業
を
す
　
常
識
的
に
考
え
て
み
て
く

る
の
で
す
か
ら
大
変
で
す
。　

だ
さ
い
。

こ
の
環
境
の
中
で

調
を
設
備
し
、

環
境
を
整
備
　
け
る
体
力
と
販
売
ル
ー
ト
が

す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

中
　
し
ｐ
ひ
り
と
し
て
い
る
の
で
、

国
の
一
般
的
な
工
場
経
営
者
　
大
量
生
産
す
る
こ
と
で
大
き

は
品
質
よ
り
も
、

利
益
を
優
　
な
利
益
を
得
ら
れ
る
仕
組
み

先
し
ま
す
の
で
、

中
国
製
品
　
が
あ
る
か
ら
で
す
。

が
安
価
で
生
産
出
来
て
い
る
　
　
国
内
に
て
中
国
製
品
を
見

背
景
に
は
、

こ
ん
な
理
由
が
　
る
限
り
で
は
、

こ
の
よ
う
な

あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
と
、

人
　
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
お
庫
に

作
費
が
安
い
と
の
思
い
込
み
　
な
ら
ん
で
い
る
な
ど
と
は
思

か
ら
、

商
品
到
着
後
に
そ
の
　
い
も
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

品
質
の
悪
さ
と
、

事
後
処
理
　
　
ま
た
国
内
で
も
有
名
な

に
大
変
な
愚
い
を
す
る
こ
と
　
大
手
企
業
が
中
国
へ
進
出

に
な
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
し
て
い
る
様
子
な
ど
が
ニ

品
質
＝
ヨ
ス
ト
が
掛
か
る
　
ュ
ー
ス
で
流
れ
、

な
に
ご

と
い
う
こ
と
を
理
解
し
、

商
　
と
も
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
事

品
の
使
用
目
的
に
合
わ
せ
、

　
が
進
ん
で
い
る
か
の
よ
う

品
質
、

安
全
が
必
要
な
琶
品
　
に
思
え
ま
す
が
、

そ
ん
な

で
あ
れ
ば
中
国
生
産
は
お
勧
　
に
中
国
は
古
く
は
あ
り
ま

め
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
せ
ん
の
で
、

し
っ
か
り
し

で
は
な
ぜ
、

大
手
は
中
国
　
た
情
報
を
入
手
し
て
か
ら

に
生
産
工
場
を
出
し
て
い
る
　
行
動
す
る
よ
う
に
し
て
く

の
か
？
そ
れ
は
環
境
整
備
に
　
だ
さ
い
。

０７
年
■
月
～
６
月
に
同
省
が

新
た
に
承
認
し
た
外
資
Ｍ
＆

Ａ
案
件
が
、

前
年
同
期
比
１８

・
４
％
増
の
空
作
に
達
し
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
。

投
資
総
額
は
同
２
・
２９
倍

曾
稔
安
Ｘ
逝
寒
ル

６

８
４
億
円
）
と
な
り
、

外
資

投
資
額
は
契
約
ベ
ー
ス
で
同

２

・
０２
倍
の
■
億
７
６
０
０

万
ド
ル

（２
■
■
億
２
０
０

０
ゑ
∪

に
達
し
た
。

福
建
省
対
外
経
済
貿
易

局
は
、

「
土
地
資
源
の
不

足
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
、

新
規
投
資
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
。

同
局
は
、

資
金
導

入
方
式
で
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ

ン
を
行
い
、

発
展
を
加
速

さ
せ
る
た
め
、

海
外
大
手

企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
を
受
け
入

れ
る
よ
う
国
有

・
民
間
企

業
を
奨
励
す
る
」
と
述
べ

て
い
る
。

国
爺
喜

裂
覚
石
」、

露

釜

栗

う

董

霞

果

髪

賓

巻
器
上
宴
を
重

貧

醤

客

含

外
嘉

緩

の
路
・塩
％
を
占
つ
Ｋ
い
る
。

ま
た
、

６
月
に
新
設
し
た

外
資
投
資
企
業
は
３
６
■
■

社
で
、

同
１１

・
招
％
減
と
な

っ
た
が
、

実
行
ベ
ー
ス
で
の

外
資
利
用
額
は
鶴
億
３
０
０

ｎ
想

ル
ケ
ｅ

浸
積
Ｕ

く

同
響

捗
ゐ
壇
伊
な

っ
托

万醐淵節勤輸推咽車壊壷自，軸幹球練鉢准倉，印蜘却洵『割卿割州州刻捌割潮州引

げ
鰈
匿
”ぱ睡
謡
鞭ゴ

先
ご
ろ
福
建
省
で
開
催
さ

れ
た

寝
蟹
騒
負
が
生
経
済
貿

易
中
間
業
務
座
談
会
」
で
、

外資M&Aの 発展加速へ

国有盗韓を襲励

本学は現在15の学院、72の学部を有しています。
料み/Ft辺公米作つくnnn氏   ム法力t炉耐人あ君どとたrl高キ∩人

中 国 で の 外 資 M& Aは ま だ 初 期 段 階

逸

雛

溶
舞
醜

醸
盤

性航！ｒ！，

ま

轟
呻純

三
妻
電
機

原
発
制
御
シ
ス
テ
ム
受
注

三
菱
電
機
は
、

中
国
で
原

子
力
発
電
所
の
プ
ラ
ン
ト
制

御
シ
ス
テ
ム
を
現
地
の
シ
ス

テ
ム
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
会

社
と
共
同
で
受
と
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

日
系
メ
ー
カ
ー
が
中
国
で

原
発
用
制
御
シ
ス
テ
ム
を
受

や
預
金
に
加
え
、

人
民
元
建

て
の
融
資

・
預
金
な
ど
の
金

融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

東
芝
が
合
弁
会
社
世
立

情
報
制
御
シ
ス
テ
ム
拡
大

東
芝
は
こ
の
ほ
ど
、

西
安

市
に
火
力
発
電
所
向
け
情
報

制
御
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、

製

造
、

販
売
を
手
掛
け
る
合
弁

し
た
雰
３
工
場
で

辞
瓢
型
カ

ロ
ー
ラ
」
の
生
産
を
開
始

し
た
。

同
工
場
へ
の
投
資
額
は
３６

密
充
Ｇ
４
息
撮
）
で
、

生
産
能
力
は
年
型
力
台
。

新
型
カ
ロ
ー
ラ
は
、　

一
汽

ト
ヨ
タ
販
売
有
限
会
社
が
中

国
各
地
に
持
つ
約
２
６
０
庫

舗
で
販
売
す
る
予
定
だ
と
し

郵
政
公
社

回
際
通
販
事
業
に
接
入

日
一翁
霞
本
社
は
、

多
」

ろ
締
結
し
た
中
国
の
郵
政
事

業
体
、

中
国
郵
政
集
団
公
司

と
の
包
括
提
携
の

一
環
と
し

く

国
安

▼

釜

硬

行

Ｍ
Ｓ
）
を
使

っ
た
国
際
通
販

事
業
に
参
入
す
る
註
国
を
明

ら
か
に
し
た
。

円
、

新
華
集
団
傘
下
の
特
別

目
的
会
社
に
、

丸
紅
が
３。
％

出
資
す
る
。

同
開
発
事
業
は
、

天
津
市

の
中
心
区
に
位
置
す
る
和
平

区
中
央
部
■
万
２
４
４
０
平

方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
に
、

分

譲
住
宅
、

商
業
施
設
、

オ
フ

ィ
ス

・
サ
ー
ビ
ス
ア
パ
ー
ト

な
ど
を
建
設
す
る
計
画
だ
と

る
こ
と
が
で
き
、

初
年
度
で

５
万
人
の
会
員
獲
得
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。

ョ
ク
ョ

北
東
五
臨
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に

コ
ク
ヨ
は
、

北
京
五
輪
組

織
委
員
会
と
共
同
で
、

北
京

五
輪
の
オ
フ
ィ
ス
空
間
デ
ザ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
・
サ
プ
ラ
イ

ク
，―
タ
ニ
よ
つ
一
言
一，
こ
こ
月
卜つ

漢
長
光
科
技
有
限
公
司
」
ヘ

の
資
本
参
加
で
、

同
社
と
合

弁
契
約
替
を
交
わ
し
た
と
発

表
し
た
。

一

中
国
で
は
、

１１
年
に
Ｆ
Ｔ

Ｔ
Ｈ
回
線
数
が
２
０
０
０
万

回
線
に
拡
大
す
る
と
の
予
測

が
あ
る
こ
と
か
ら
、

武
漠
長

光
科
技
と
の
協
力
に
よ
る
中

国
で
の
Ｇ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
製
品

☆
け
金
名
ヽ
こ
ン
，，
一ン
ｑ
ハ
え宅

改
革
開
放
以
降
、

中
国
は
積
極
的
に
外
資

誘
致
政
策
を
行
い
、

米

・
英
国
に
並
ぶ
外
資

誘
致
国
と
な

っ
た
。

し
か
し
、

急
速
な
治
療

に
は
も
ち
ろ
ん
副
作
用
が
生
じ
る
。

中
国
は

現
在
、

そ
の
副
作
用
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
治

療
を
行

っ
て
い
る
状
態
だ
。

今
後
そ
れ
が
改

善
さ
れ
る
か
、

は
た
ま
た
更
な
る
副
作
用
が

生
じ
る
か
。

現
段
階
の
市
場
に
適
し
た
戦
略

の
も
と
、

い
か
に
現
地
化
す
る
か
が
今
後
日

一不
金
業
の
免
痩
力
と
な
る
。

毎中医薬大学
際 教 育 学 院
育学院の一つである。大学は教育、医療、科学研究の三本柱を一体とし

ップランクとなっている。 1999年 には国家教育報 文部省)の審査に

本上の中医薬大学、中医学院の中でこの名誉に輝いたのは上海中医薬大



ぞ
騒
一

外
資
Ｍ
＆
Ａ
打
開
策
必
至

大
半
が
新
規
立
ち
上
げ

商
務
部
外
資
司
は
こ
の
ほ
ど
、

外
資
に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ
投
資
額
が
、

対
中
投
資
総
額
の

わ
ず
か
２
％
で
、

新
規
立
ち
上
げ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
大
半
を
占
め
て
い
る
現
状
に
つ
い

て
、

関
連
法
の
整
備
を
進
め
、

外
資
に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ
の
健
全
な
発
展
を
後
押
し
し
、

国

益
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と
の
方
針
を
示
し
た
。

璽

欝

慧

の
藤

割

長
は
こ
の
感

虫
　
籾
叫
午
甲
外

企
華
暮
廟
闘
麗
練
天
否

に
お
い

く

霞
行
ら
、

「咎
畏
資

寵

基

董

園

万

挙

か
薯

曇

鶴

管

れ

て
繁

、
外
雇

乞

Ｍ
彙

の
規
範
化
が
違
つ
ら
れ
て
き
た

ダ

料
羅
薦
機
答
し
て

新
観
守
ち
上
げ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本突
誓
笙
基
る
こ
糸
ぺ
え

撃

、
堕
墨

謝

兵

雇

乞

暫

鍵

憂

麿

約
「白
貿
祥
く

捜
恵
ぼ

前
年
比
狗
％
増
の
１４
億
米
ド
ル

（き

思
穐

∪

逢

髭

も
の
の
、

対
中
投
資
総
額
に
占

め
曇

層

ポ

ツ招

っ

屯
菩
ス
抑警
７
演
二
つ
の
特

懲
撃
げ
られ
て
い
亀

（■
）
Ｍ
＆
Ａ
方
式
と
し
て
株

式
猶

添

蔦
鞄
ミ

罵

持

無
罪
目
昼
恭
筆
容
な

っ
て
い
亀

分
》
罵
笙
ぼ
主
に
イ
ン
フ

ラ
確
認
描
送
機
喫
サ
ー
ビ
ス
業

基

ぞ
ぢ

、
譜

誘

割

昌

。

合
》
抑
誓
奮
釜
が
主
に
磨

雰

ジ
ス

チ

訴

品

ネ
そ
き
て
い
亀

目
囲
奎
幾
目
は

現

段
階
Ｒ
Ｍ
＆
△
集
嬰
女
轟
一

一解
が
行
き
擾
っ
て
い
る
矛
演
】言

え
ず
、

政
府
部
門
も
対
応
に
慎

一亘
在
期
し
て
い
る
」
と
赤
べ
て

い
亀さ

ら
に

穴
密
度
頓
選
ム

の
軽
頃
籍
栃
、

公
当
然
業

窮
喜
器
讐
る
轡
が
残

埜
混
去
銃
や
分
袋
悲

一番
霧
鶴
じ
Ｌ

国
密
確

〔符
て
い
また
い

と
の
盗
「

を
不し
て
い
亀

中
国
の
商
売
相
手
に
、

仕
　
た
と
か
、

す
ぐ
ば
れ
る
よ
う
　
ア」ま
で
に
金
型
を
製
作
し
て

そ
の
間
も
、

起
こ
り
う
る
事
　
類
が
な
い
の
で
、

船
は
着
い

事
を
依
頼
し
、

納
期
を
契
約

な
う
そ
を
使
っ
て
い
ま
し
た
　
と
、

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

故
を
想
定
し
、

最
悪
の
場
合
　
て
い
る
ハ
ズ
と
の
判
断
。

書
で
取
り
交
わ
し
て
も
、

弊

が
、

今
は
、

う
そ
も
巧
妙
に
　
を
立
て
、

そ
の
間
も
、

起
こ

の
対
処
も
盛
り
込
み
ま
す
。

　
　
確
認
を
し
な
い
で
勝
手
に

社
よ
り
有
利
な
条
件
の
契
約
！
な
り
、

言
い
訳
が
う
ま
く
な
　
り
う
る
事
　
　
　
　
　
　
　
　
徹
密
な
計
算
に
基
づ
き
、

　
判
町
す
食
笠
弟
撃
す
れ
は
、

が
入
っ
て
く
れ
ば
、

弊
社
の
　
っ
て
い
る
の
は
進
歩
と
い
え

故
を
想
定
し
、

最
悪
の
場
合

人
の
気
持
ち
も
計
算
し
て
仕
　
実
際
に
到
着
し
た
か
、

し
な

契
約
よ
り
も
、

そ
ち
ら
を
優

る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
　
　
　
の
対
処
も
盛
り
込
み
ま
す
。

　
事
を
進
め
て
い
る
よ
う
な
気
　
い
か
の
確
認
は
自
分
の
仕
事

先
、

弊
社
に
は
、

急
ぎ
の
仕
　
　
ア」ん
な
進
歩
よ
り
品
質
向

　

級
密
な
計
算
に
基
づ
き
、

　
が
し
ま
す
。

自
分
の
責
任
を
　
で
は
な
い
と
言
い
返
し
て
き

事
が
入
っ
て
来
た
の
で
少
し

上
へ
の
進
歩
を
願
い
た
い
も
　
人
の
気
持
ち
も
計
算
し
て
仕

回
避
す
る
方
法
で
仕
事
を
進
　
た
の
で
す
。

納
期
を
ず
ら
し
て
も
ら
え
な
　
の
で
す
。

何
年
か
中
国
で
商

事
を
進
め
て
い
る
よ
う
な
気

め
る
の
は
、

中
国
だ
け
で
は
　
　
ナ」れ
に
は
反
論
す
る
気
力

の
よ
う
に
な
る
か
と
の
質
問

士匁
を
し
て
き
て
、

日
本
の
常

が
し
ま
す
。

自
分
の
責
任
を

あ
港
に
あ
っ
て
広
州
へ
は
到
　
ぉ
け
ば
間
違
い
な
い
こ
と
だ

に
関
し
て
は
機
械
が
調
子
悪

識
は
世
界
の
非
常
識
を
実
感

回
避
す
る
方
法
で
仕
事
を
進

着
し
て
い
な
い
と
言
わ
れ
ま
　
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

か
っ
た
‥

・僅
帯
ツ
牛
・
・
・　
し
ま
す
。

で
も
最
近
の
若
者
　
め
る
の
は
、

中
国
だ
け
で
は

し
た
。

ど
う
な
っ
て
い
る
の
　
た
。

納
期
は
■
週
間
と
言
わ

な
ど
言
い
訳
の
バ
リ
エ
ー
シ
　
を
見
て
い
る
と
、

日
本
人
も
　
あ
の
で
Ｔ
ふ
乗
心
？
捧
≡い
。　

か
、

香
港
の
海
運
業
者
の
セ
　
れ
れ
ば
２
週
間
、

生
産
数
量

ョ
ン
は
豊
か
で
す
。　

　
　
　
将
来
は
非
常
識
の
国
に
な
る
　
　
日
本
人
は
、

先
を
読
み
、

　
ク
シ
ョ
ン
か
ら
の
返
信
は
、

　
は
■
万
Ｐ
Ｃ
Ｓ
と
言
わ
れ
れ

回
を
重
ね
る
と
、

言
い
訳
　
の
で
は
４
少
々
心
●
こ
な
い
。

　
お
客
様
の
気
持
ち
を
考
え
、

　
書
類
は
確
か
に
作
成
し
て
、

　
ば
、

５
０
０
０
し
か
で
き
な

も
だ
ん
だ
ん
と
巧
妙
に
な
り
　
　
日
本
人
は
、

先
を
読
み
、

　
仕
事
を
進
め
ま
す
。

納
期
が

流
し
て
あ
り
、

担
当
者
と
し
　
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
れ
ば

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
お
客
様
の
気
持
ち
を
考
え
、

　
何
日
だ
か
ら
、

こ
こ
ま
で
に

て
は
、

こ
の
時
点
で
業
務
と
　
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
な
ら
、

船
が
台
風
で

仕
事
を
進
め
ま
す
。　

　
　
　
金
型
を
製
作
し
て
と
、

タ
イ

し
て
は
終
了
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
仕
事
へ
の
責

沈
ん
だ
と
か
、

倉
庫
が
燃
え
　
　
納
期
が
何
日
だ
か
ら
、

こ
　
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、　

　
自
分
の
手
元
に
は
関
係
書
　
任
の
欠
如
と
か
、

モ
ラ
ル
の

、■速ぴ中
国
政
府
こ
の
ほ
ど
、

障

害
者
の
就
業
を
促
進
す
る
こ

と
言

申

し
る

盤

榮

翁

外宙拙賞企業のM&A
7208%が 製造業

ゴだ聾ゆキi111rヽ

一幸
申
穀
中
穀
一
寺
準

伸
キ
幸

企
業
に
も
優
遇
政
策
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

国
家
税
務
総
局
が
明
ら
か

に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

調
整
後
の
税
収
政
策
に
基
づ

き
、

障
害
者
を
雇
用
す
る
企

奉

圏

答

」掃

霧

盆

通
税
）
と
法
人
所
得
税
の
優

遇
措
置
を
享
受
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
。

国

鶯

の
主昇
箸

峡

客

種
企
業
に
対
し
、

公
平
な
競

争
が
行
わ
れ
る
税
収
環
境
を

作
り
出
し
、

よ
り
多
く
の
企

業
が
障
害
者
を
雇
用
す
る
よ

う
奨
励
す
る
た
め
、

調
整
後

の
政
策
は
適
用
範
囲
を
現
行

の
民
政
部
門
や
地
域
・
地
方

政
府
が
運
営
す
る
国
有

・
集

団
所
有
制
福
祉
企
業
か
ら
、

民
間
企
業
や
外
資
系
企
業
を

含
む
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
投

資
主
体
が
設
立
し
た
各
種
の

所
覇
釜

倉
葵
葛
」

＞」述
べ
て
い
る
。

外
資
系
企
業
へ
の
優
遇
政
策

襟
管
懇

象
蟹
葛

中
国
政
府
こ
の
ほ
ど
、

障

害
者
の
就
業
を
促
進
す
る
こ

主
富

甲

じ
る

軽
集

翁

整
後
の
も
の
）
を
全
国
規
模

で
実
施
す
る
。

新
政
策
に
基
づ
き
、

外
資
系

企
業
に
も
優
遇
政
策
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

国
家
税
務
総
局
が
明
ら
か

に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

調
整
後
の
税
収
政
策
に
基
づ

き
、

障
害
者
を
雇
用
す
る
企

奉

”圏
客
撞
軽
祝
盆

通
税
）
と
法
人
所
得
税
の
優

遇
措
置
を
享
受
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
。

欠
如
は
、

最
近
の
日
本
の
若

い
世
代
に
も
、

表
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。

日
本
も
将
来
は

″
非
常

識
〃
の
国
の
伸
間
入
り
す

る
の
で
は
と
の
危
瞑
を
持
っ

て
お
り
ま
す
。

先
ほ
ど
紹
介
し
ま
し
た
香

港
業
者
の

″
書
類
を
流
し

た
″
で
終
わ
る
風
潮
は
、

最
近
の
日
本
の
若
い
世
代
に

も
多
く
見
ら
れ
、　

平
ン
ァ
ッ

ク
ス
″
は
流
し
た
の
で
、

自

分
の
作
業
は
完
了
と
し
て
い

る
と
す
る
若
者
が
多
い
の
で

す
が
、

ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
コ
で

は
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
は
送
信
し

た
側
が
必
ず
相
手
へ
の
着
信

を
確
認
す
る
こ
と
を
要
求
し

て
お
り
ま
す
。

経
営
者
の
皆
様
も
、

紹
介

し
た
中
国
や
香
港
業
者
の
行

為
を
他
山
の
石
＝
中
国
語
で

は

″
反
面
教
師
〃
と
い
い

ま
す
が
、

一言
い
え
て
妙
で
す
。

若
い
世
代
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い

で
す
。

争
が
行
わ
れ
る
税
収
環
境
を

作
り
出
し
、

よ
り
多
く
の
企

業
が
障
害
者
を
雇
用
す
る
よ

う
奨
励
す
る
た
め
、

調
整
後

の
政
策
は
適
用
範
囲
を
現
行

の
民
政
部
門
や
地
域
・
地
方

政
府
が
運
営
す
る
国
有
・
集

団
所
有
制
福
祉
企
業
か
ら
、

民
間
企
業
や
外
資
系
企
業
を

含
む
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
投

資
主
体
が
設
立
し
た
各
種
の

所
観

釜

杏

仁突

宮

」

＞」
述
べ
て
い
る
。

外
資

の
買
収
に
規
制

独
占
業
上
法
．

審
査
追
加
ヘ

国
秘
展
望
星
整
悟
【

「客
　
外
資
系
企
業
へ
の
優
遇
政
策

種
企
業
に
対
し
、

公
平
な
競
　
は
餌
午
占
察
げゑ
泰
響
嘉
％
れ

国 益 確 保 に至 らぬ 外 資 M&A

株
！！！！！式！！！！
会
社
辞
＝
物
流
企
田
社
長
！！一■
か
山
艶
露
世
≡
ん

蘇藤
要
と
ス撰

一　

二

支

葛

寓

ま

、

停

国

失

葦

欝
諜
錢
婆
軽
縛
裸
韓産

能
力
は
現
在
よ
り
５
割
強

いデ
る
昇
嫁
蔦

点
を
開
設
し
、

顔
認
証
技
術

な
ど
に
つ
い
て
、

中
国
の
研

篭
空
、
差
こ
と
ヽ
司
西
屯
壬

あ
る
部
品
生
産
基
地
を
■
カ

所
に
集
結
さ
せ
、

生
産
効
率

Ｄ
記
Ｌ
、
二
整
コ
ス
ト
つ
的

対
中
投
資
は
依
然
と
し
て
新
規
立
ち
上
げ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
大
半
を
占
め
、

Ｍ
＆
Ａ
に

BB熊|ぜ|ま―|卜|  ヽき半車  綻ド、   ペ



第
３
次
産
業
急
成
長

外
資
企
業
の
参
入
増
加

現
在
、

中
国
に
お
い
て
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
に
あ
た
る
第
３
次
産
業
が
急
成
長
を

続
け
て
お
り
、

特
に
外
資
企
業
の
参
入
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

経
済
開
放
が
行
わ

れ
て
か
ら
、

第
３
次
産
業
に
投
資
を
行
う
外
資
企
業
数
は
、

年
々
増
加
の

一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
。

国
家
工
商
総
局
が
明
ら
か

に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

中
国
の
第
３
次
産
業
は
急
成

長
を
続
け
て
お
り
、

現
代
サ

ー
ビ
ス
業
に
は
外
資
企
業
の

参
入
が
増
加
、

１５
年
連
続
し

て
外
資
企
業
を
最
も
多
く
引

き
付
け
た
発
展
途
上
国
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

ハ
イ
テ
ク
産
業
の
迅
速
な

発
展
と
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル

化
に
伴
い
、

産
業
構
造
は
世

界
的
規
模
で
ハ
イ
テ
ク
化

・

サ
ー
ビ
ス
化
の
方
向
に
発
展

し
、

産
業
構
造
の
調
整
に
伴

い
、

全
世
界
的
な
産
業
の
国

際
転
移
と
い
う
傾
向
が
表
面

化
し
、

国
際
的
な
産
業
転
移

は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
へ
集

中
し
て
い
る
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
の
中
国
に

お
い
て
は
、

過
渡
期
終
了
の

後
、

市
場
を
さ
ら
に
開
放
し

て
外
資
企
業
の
投
資
領
域
を

拡
張
し
た
こ
と
に
よ
り
、

多

く
の
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
が
最

初
に
投
資
を
行
う
国
と
な

っ
た
。

現
在
、

中
国
の
第
３
次
産

業
に
は
、

７
万
５
０
０
０
社

の
外
資
企
業
が
投
資
を
行

っ

て
お
り
、

増
加
率
は
前
年
比

■
０
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

外
資
利
用
総
額
１
割
増

新
設
外
資
企
業
２
％
減

中 らヽヽ、‐tt斐

外商投資企業のM&A
72・8%が 製造

中
国
商
務
省
の
発
表
に
よ

る
と
、

研
年
の
第
■
四
半
期

の
■
～
４
月
に
新
し
く
設
立

が
認
可
さ
れ
た
外
資
企
業
は

前
年
同
期
比
２

・
郷
％
減
の

■
万
２
３
４
９
社
と
な
り
、

実
行
ベ
ー

ス
の
外
資
導
入
額

は
同
期
比
１０

・
１７
％
増
の
２

ｏ
患
雪
Ψ
翌
整
ド
ル
の

券
琴
湖
魯
軍
ｏ
学
Ｂ

＞を
っ
毛

実
際
の
投
資
額
に
よ
る
併

年
■
～
４
月
の
対
中
投
資
額

と
聯

申

畿

昼

暮

葺
栗

う

善

民
呆

費

ヱ

寄

収
益

ケ
イ
マ
ン
諸
島
、

サ
モ
ア
、

台
湾
、

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
の
順

と
な
り
、

こ
れ
ら
１０
カ
国

・

地
域
が
全
国
の
外
資
利
用
総

額
盆

め

鴛

露

塩

ま
た
、

企
業
設
立
数
、

直

接
投
資
額
は
共
に
、

研
年
■

～
３
月
よ
り
伸
び
率
が
減
速

し
て
お
り
、

■
Ｓ
３
月
の
企

業
聖
立
数
は
前
毎
日
則
比
４

・

鉛
％
増
、

直
接
投
資
額
は
■

・
範
る
智
こな
っ
た
。

０６
年
末
ま
で
に
、

合
併

・

買
収

（Ｍ
＆
Ａ
）
を
行
っ
た

外
商
投
資
企
業
の
中
方
株
式

が
ニ
カ
ゆ
Ψ
Ψ
笠
確
貧
済
ツ、

外
商
投
資
企
業
総
数
の
５

・

０
％
と
な
っ
た
。

登
録
資
本
は
４
８
３
億
■

０
０
０
万
ド
ル

（５
兆
７
９

Ｚ
穐
∪

式
余
り
，

１
％
努
上
］
め
て
い
る
。

国
家
工
商
総
局
が
発
表
し

た
続
計
に
よ
る
と
、

Ｍ
＆
Ａ

を
行

っ
た
外
商
投
資
企
業
の

中
方
株
式
は
第
２
次
産
業
に

集
中
し
て
お
り
、

同
株
式
総

数
の
惚

・
４
％
を
占
め
る
■

万
２
０
０
０
株
に
達
し
た
。

そ
の
う
ち
７２

・
８
％
を
占

め
る
■
万
■
０
０
０
株
を
製

造
業
が
占
め
て
お
り
、

以
下

は
順
に
、

リ
ー
ス
業

・
ビ
ジ

ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
業
、

不
動
産

一茉
ど
な
っ
て
い
る
。

「直
接
販
売
管
理
条
例
」

榊
榊
外
資
企
業
１５
社
を
承
認
緋

中
国
商
務
省
が
明
ら
か
に

，
と

ど

ち

に

左

兵

置

接
販
売
管
理
条
例
」
が
０５
年

暑

・巣

既
に
外
資
系
企
業
１５
社
と
国

内
企
業
５
社
の
直
接
販
売
業

葵

銚

軍

ｏ多

ぶ

後

心

え

同
省
の
責
任
者
は
、

「直

接
販
売
は
現
代
的
な
取
次
販

売
の
中
の

一
つ
で
あ
る
。

こ

の
販
売
方
式
は
企
業
の
運
営

コ
ス
ト
を
軽
減
さ
せ
、

流
通

促
進
に
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

し
か
し
、

こ

の
方
式
は
取
引
過
程
に
情
報

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
存
杵
再
、

ま
た
違
法
行
為
が
発
生
し
や

す
い
。

直
接
販
売
管
理
条
例
の
施

行
は
、

業
務
の
指
導
に
プ
ラ

ス
と
な
る
と
同
時
に
、

Ｗ
Ｔ

Ｏ
加
盟
の
約
束
事
項
を
履
行

す
る
も
の
で
も
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

本学は現在15の学院、72の学部を有しています。
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毎 日 に ぎ わ うデ パ ー ト

ん
で
行
き
ま
し
た
。

必
然
的

に
降
り
よ
う
と
し
て
い
た
人

は
、

こ
の
人
捜
に
電
車
内
に

押
し
戻
さ
れ
、

降
り
る
こ
と

が
出
来
ず
、

ベ
ル
が
鳴
り
響

い
た
か
と
思
っ
た
糠
問
、

電

車
が
走
り
だ
し
ま
し
た
。

私
も
人
波
を
掻
き
分
け
乗

車
し
こ
の
様
子
を
見
て
い
た

の
で
す
が
、

押
し
戻
し
た
人

た
ち
も
、

押
し
戻
さ
れ
た
人

も
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に

。
・
・
中
こ
の
風
景
に

は
さ
す
が
大
人
の
国
中
国
と

感
心
し
ま
し
た
。

日
本
で
あ
れ
ば
降
り
る
人

が
優
先
で
、

乗
車
す
る
人
た

ち
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な

っ
た
ら
車
内
で
喧
嘩
に
な

っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

中
国
現
地
レ
ポ
ー
ト
も
回

を
重
ね
ま
し
た
の
で
、

今
回

は
上
海
で
の
市
民
の
情
況
を

ご
紹
介
し
、

そ
の
日
常
生
活

の
慣
わ
し
が
、

中
国
人
の
商

売
の
態
度
に
も
表
れ
る
こ
と

を
紹
介
し
ま
す
。

中
国
に
も
日
本
同
様
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
あ
る
の

は
皆
キデ
争
単
ｔ
じ
で
し
た
が
？

そ
こ
は
文
字
の
国
、

ゴ
ー

ル

デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
は
そ
の
も
の

ズ
バ
リ
、　

望
真
金
週
間
″
と

呼
び
、

５
月
■
日
～
７
日
ま

で
、

中
国
全
土
で
連
休
と
な

り
ま
す
。

中
国
最
大
民
族
移
動
の
祝

Ｒ

壼
梨

国
鮮

坂

く

一奪
節
で
す
。

中
国
観
光
地
に

燎
れ
は
、

こ
の
ぎ
論
炉

が
も
っ
と
も
人
の
移
動
、

集

中
の
多
い
季
節
と
も
言
え
ま
　
　
日
本
の
年
配
の
方
は

″バ
　
出
乗
な
い
は
と
賑
わ
い
ま
す
”
　
う
も
の
ま
で
な
く
な
る
と
の

す
。

経
済
的
に
も
観
光
を
楽
　
ン
ド
″
と
記
憶
さ
れ
て
い
る

帳
わ
い
と
い
え
ば
賑
わ
い
に

記
事
が
載

っ
て
い
ま
し
た
。

し
む
余
裕
の
出
来
た
１３
億
の

こ
と
で
し
ょ
う
。

道
路
を
挟

人
が

一
斉
に
観
光
に
向
か
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、

娠

日
本
流
と
い
う
か
、

国
際
的

ん
で
、

租
界
時
代
の
重
厚
な

様
を
ご
想
像
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゎ
ぃ
を
通
り
越
し
た
混
雑
。

石
造
り
の
建
物
が
ラ
イ
ト
ア

■
億
人
の
日
本
で
も
大
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

混
雑
と
い
え
ば
、

最
近
中
国
　

な
道
徳
と
か
モ
ラ
ル
と
か
は

に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
１３
倍
　

ッ
プ
さ
れ
趣
の
あ
る
綺
麗
な

国
内
の
新
聞
な
ど
で
取
り
如

．無
縁
の
世
界
の
よ
う
で
す
。

景
観
の
と
こ
ろ
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　

上
海
市
内
の
地
下
鉄
で
の

の
人
日
の
国
、

ご
想
像
頂
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

げ
ら
れ
て
い
る
話
題
が
、

中

出
来
事
で
す
。

日
本
の
よ
う

黄
浦
江
の
対
岸
に
は
、

か

国
人
の

マ
オ
六
整
督
で
す
。

に
ホ
ー

ム
に
あ
る
案
降
口
を

，

　

ヤ

チ

示
す
位
置
で
電
車
を
待

っ
て

い
ま
し
た
。

大
変
混
雑
し
て

お
り
ま
し
た
が
、

ま
ぁ
―
日

本
で
よ
く
見
か
け
る
よ
う
な

る
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
よ
う
で
す
。

の
有
名
な
上
海
Ｔ
Ｖ
タ
ワ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
景
で
、

待
っ
て
お
り
ま
し

多
く
の
人
で
、

中
国
国
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
近
開
通
し
た

″中
国
新

が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

威
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゴ
堕
黒
⊇
↑
す
β
些
申き
、

に
観
光
名
所
は
賑
わ
い
ま
す
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幹
練
″
で
も
、

新
幹
練
内
の

容
を
際
立
た
せ
て
、

発
展
著
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降
り
る
人
を
優
先
さ
せ
る
よ

観
光
ポ
ス
タ
ー

や
雑
誌
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
品
が
な
く
な
り
、

日
本
で

し
い
大
上
海
の

一
大
景
観
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナっ
に
電
車
の
出
日
の
左
に
選

で
よ
く
見
か
け
る
、

上
海
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
記
念
に
備
品
と
か
を
持
ち

な

っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
た
の
は
、

私
だ
け
？
あ
と

の
観
光
名
所
の
ひ
と
つ
外
離
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帰
る
人
が
い
ま
す
が
、

こ
こ

景
観
は
ス
バ
ラ
シ
イ
の

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
乗
客
は
、

日
本
の
ご
年
配

″
ワ
イ
タ
ン
″
は
黄
浦
江
沿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
国
で
は
半
端
な
も
の
で
は

言
で
感
動
も
の
で
す
が
、

Ｇ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ご
婦
人
が
よ
く
や
り
ま
す

い
に
あ
る
大
き
な
公
園
で
す
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
よ
う
で
す
。

こ
ん
な
も

Ｗ
中
、

公
園
内
は
身
動
き
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
、

降
り
て
く
る
人
に
お
構

の
何
に
使
う
の
だ
ろ
う
と
い

い
な
く
、

ド
ン
ド
ン
乗
り
込

こ
の
よ
う
な
自
分
本
位
の

日
常
生
活
行
動
が
、

仕
事
の

上
で
も
同
じ
く
強
く
出
て
き

ま
す
。

（
つ
づ
く
）

告
魯
津
幣
≡
≡ユ
■
掛
よ
≡

側
湘
南
物
流
企
画
、

設
立

。
９４
年
、

資
本
金

・
１
０
０
０

訪
抑
守
撃

津
擁
雄
肺
革
物

韓
難
的
葎

理
唯
軽
い
発
維
寿
球
村

―
卜
、

在
宅
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス
な
ど
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

一
一
Ｓ
くヽ
車う〓であ
ぎ
８
三
ｏ
８
３

日
本

エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ

デ
ジ
タ
ル
ア
ニ
メ
で
学
術
支

流
協
定

モ
バ
イ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
製

作
の
日
本
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ

ズ
は
、

中
国
子
会
社
で
あ
る

因
特
瑞
忠
信
患
科
技
有
限
公

司
が
、

中
国
の
デ
ジ
タ
ル

・

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
産
業
の
発

ス
ズ
ケ
ン
は
上
海
市
医
薬

の
一女
弁
征

「上
海
植
中
医
薬

有
限
公
国

に
甥

真
し
、

社

名
を

「上
海
鈴
謙
寝
中
医
薬

有
限
公
司
」
に
変
更
。

資
本
金
は
８
０
６
５
万
元

翁

唇

こ

色

で

ス
ズ
ケ
ン
と
上
海
市
医
薬
の

折
半
出
資
と
な
る
。

は
な
く
、

不
特
定
多
数
の
ユ

ー
ザ
ー
に
知
識
提
供
を
求
め

る

「人
力
検
索
」
サ
ー
ビ
ス

を
中
国
で
展
開
し
て
い
く
。

三
井
住
友
銀
行

蘇
州
省
に
出
張
所
開
設

三
井
住
友
銀
行
は
、

中
国

に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強

七
リ
ン
グ
ビ
ジ
ョ
ン
と
Ｎ
Ｏ

Ｖ
Ａ

「ビ
ジ
ネ
ス
中
固
語
検

定
」
で
協
業

中
国
の
国
家
対
塞

望

毅

学
指
導
グ
ル
ー

プ
が
日
本
で

０７
年
内
に
開
始
す
る
一予
定
の

「ビ
ジ
ネ
ス
中
国
語
検
定
試

験

官

■

と

に
食

Ｋ

法
人
向
け
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
や

ピ
タ
ル
フ
ァ
ン
ド
の
、

ゴ
ビ

・

フ
ァ
ン
ド
ー
ー
に
■
Ｏ
Ｏ
Ｏ

万
ド
ル

（１２
億
円
）
を
出
資

す
る
こ
と
を
決
定
し
、

出
資

参
加
契
約
を
同
社
と
締
結

し
た
。

ゴ
ビ

・
フ
ァ
ン
ド
ー
ー

は
、

中
国
の
デ
ジ
タ
ル
メ
デ

ィ
ア
技
術
関
連
分
野
の
ベ
ン

県
で
水
力
発
電
を
行
い
、

地

元
の
甘
粛
電
力
公
司
に
売
電

す
る
ン」
と
に
よ
り
、

色
焦

料
の
消
費
が
抑
制
さ
れ
る
と

い
う
。

東
京
電
力
は
０７
年
Ｈ
月
か

ら
１２
年
１２
月
ま
で
に
計
９２
万

ト
ン
分
の
炭
素
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
購
入
す
る
見
込
み
だ
。

中
国
進
出
の
日
系
企
業
向
け

ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
と
積
極
的
に
拡

充
し
て
い
ぐ
。

住
商
信
忌
系
統
は
、

オ
フ

シ
ョ
ア
開
発
体
制
の
整
備

・

強
化
を
進
め
、

高
品
質
で
生

産
性
の
高
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
の
実
現
を
目
指
す
と
し

て
い
る
。

中
国
の
市
場
は
今
も
輸
出
型
企
業
が
支

え
て
い
る
。

そ
の
た
め
個
人
消
費
市
場
が

十
分

い
成
熟
し
て
い
な
い
。

規
模
と
し
て

も
実
は
、

ま
だ
小
さ
い
。

つ
ま
り
、

そ
れ

は
裏
を
返
せ
ば
、

ま
だ
ま
だ
伸
び
る
ポ
テ

ン
シ

ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

な
に
し
ろ
１３
億
人
の
人
口
が
い
る

の
だ
。

よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
そ
の
■
割

で
■
億
３
０
０
０
万
人
。

軽
く
日
本
の
人

口
を
突
破
す
る
。

例
え
ば
マ
イ
カ
ー

時
代

幕
開
け
と
い
う
記
事
が
あ

っ
て
も
、

ま
だ
十
分
に
幕

頭中医薬大学
祭教 育 学 院
を院の一つである。大学は教育、医療、科学研究の三本柱を一体とし
'ランクとなっている。 1999年 には国家教育部(文部省)の審査に

1の中医薬大学、中医学院の中でこの名誉に輝いたのは上海中医薬大





中
国
に
お
け
る
人
件
費
上
昇
、

外
資
企
業
優
遇
政
策
の
調
整
な
ど
に
よ
り
、

日
本
の

対
中
投
資
が
減
少
し
て
い
る
。

中
国
へ
の
投
資
以
外
に
、

イ
ン
ド
、

ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ

な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
投
資
を
行
う

「Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
＋
■
」
現
象
が
年
々
増
加
し
て

い
る
。

コ
ス
ト
の
低
さ
を
求
め
て
い
た
日
本
企
業
は
、

付
加
価
値
の
高
い
製
品
の
研
究

開
発
を
重
視
す
る
傾
向
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

日
本
企
業
の
対
中
投
資
に

変
化
が
見
ら
れ
て
き
て
い
る
。

中
国
国
内
の
人
件
費
上
昇
、

外
資
企
業
優
遇
政
策
の
調
整

な
ど
の
要
因
に
よ
り
、

日
本

の
対
中
投
資
が
減
少
。

中
国
へ
の
投
資
以
外
に
候

補
地
を
探
す

「Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ

十
■
」
現
象
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
、

投
資
の
着
眼
点
に

も
変
化
が
見
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。

独
立
行
政
法
人

・
日
本
貿

暑
盗
機
構
０
ェ
ト
じ

が
発
表
し
た
デ
ー

タ
に
よ
る

と
、

日
本
の
対
中
投
資
に
は

ピ
ー
ク
時
期
が
３
度
あ
り
、

８
度
目
の
ピ
ー
ク
は
０１
年
か

ら
始
ま
っ
た
。

０５
年
の
投
資

額
は
過
去
最
高
を
記
録
し
、

日
本
の
対
外
投
資
の
約
１４
％

】等詳ギ“符ダイ ぱ錮

大手企業 の投 資戦 略 にも変化が あ らわれ るだ ろ う

を
占
め
た
と
い
う
。

０６
年
の

対
中
投
資
額
は
前
年
比
２９
・

６
％
減
少
し
、

対
外
投
資
全

体
に
占
め
る
割
合
も
１２
％
減

少
し
て
い
る
。

日
本
の
国
際
協
力
銀
行
の

デ
ー
タ
に
よ
る

ズ
ラ後
３
年

間
に
事
業
発
展
を
最
も
希
望

す
る
場
所
は
」
と
い
う
質
問

に
対
し
、

中
国
を
選
択
し
た

日
本
企
業
は
０４
年
に
は
９‐
．

■
％
だ
っ
た
が
、

０５
年
は

８２

・
２
％
、

０７
年
に
は
７７

％
と
推
移
。

現
在
、

投
資
リ
ス
ク
を
分

散
す
る
た
め
、

中
国
に
投
資

す
脅
筒
時
に

ベ
ト
ア
ヘ

イ
ン
ド
、

タ
イ
な
ど
の
ア
ジ

ア
諸
国
へ
の
投
資
を
行
い
、

工
場
建
設
や
発
展
拠
点
を
設

立
す
る
と
い
っ
た
戦
略

「Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
十
■
」
を
行
う
日

套

蚕

捨

鰐

４

対
中
投
資
減
少
の
背
景
に

は
、

日
本
企
業
界
の
中
国
投

資
へ
の
環
境
に
対
す
る
認
識

の
変
花
が
あ
げ
ら
れ
る
。

中
国
の
人
件
費
上
昇
、

Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
、

電
力
不
足
、

人
民

元
の
上
昇
な
ど
の
要
因
に
よ

り
、

日
本
企
業
は
投
資
に
対

し
、

よ
り
慎
重
に
管
理
や
計

キ堺
暴
守
る
ら
長
告
屯

ま
た
、

対
外
控
資
の
高
ま

り
に
よ
る
国
内
産
業
の
空
洞

化
を
懸
念
し
ヽ
経
済
に
お
い

て
中
国
に
依
存
さ
れ
る
の
を

事
削
に
啄
〕
つ
と
し
て
い
る
。

ジ
ェ
ト
只
露
恩
磐
ぼ

「中

国
経
済
の
動
向
に
よ
り
、

日

本
企
業
は
ア
ジ
ア
で
の
投
資

拠
点
を
柔
軟
に
選
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。

新
た
な
戦
略
的
分

業
体
制
登
朗
置
し
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、

中
国
が
依
然

と
し
て
ア
ジ
ア
投
資
の
中

核
に
位
置
す
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。

日
本
企
業
が
中
国
投
資
環

境
の
リ
ス
ク
を
認
識
し
て
き

た
こ
と
は
、

両
国
の
経
済
と

貿
易
関
係
が
成
熟
に
向
か
っ

て
い
る
ア」＞券
示
し
て
い
亀

こ
れ
ま
で
の
日
本
企
業
の

出
男
馨
晏
愛
へ
の
理
解
は
、

不
十
分
な
上
、

単
純
で
あ
っ

た
。

中
国
経
済
に
対
し
、

さ

ら
に
冷
静
な
把
握
が
さ
れ
れ

ば
、

両
国
の
経
済

・
貿
易
協

力
②
暴
慾
籠
密
，ち

く

い
っ
そ
う
有
利
に
な
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

投
資
の
着
眼
点

に
も
変
化
が
現
れ
て
い
る
。

日
本
企
業
に
と
っ
て
、

中
国

の
大
き
な
潜
在
市
場
は
非
常

に
魅
力
的
だ
。

日
本
企
業
は
こ
れ
ま
で
対

中
投
資
を
行
う
上
で
、

労
働

力

・
原
材
料
の
低
コ
ス
ト
と

い
２
堅
筈
霜
じ
て
き
な
が
、

そ
の
優
位
性
が
現
在
薄
れ
て

き
て
い
る
。

欧
米
な
ど
第
３
国
へ
の
輸

出
製
品
生
産
基
地
と
し
て
の

中
国
の
地
位
も
低
下
し
て

い
る
。

ジ
ェ
ト
ロ
の
調
査
に
よ
る

と
、

日
本
企
業
が
中
国
に
対

Ｌ
腎
童
霜
ザ
盈
ぼ

冨

加
価
値
の
高
い
生
産
機
能
」

と

「研
究
開
発
機
能
」
と
な

っ
て
い
る
”

ジ
ェ
ト
ロ
９
響
喜
唐

「人

件
費
の
安
さ
に
着
眼
し
た
対

中
投
資
は
今
後
減
少
し
、

技

術
が
比
較
的
高
い
分
野
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

当

初
は
コ
ス
ト
の
低
さ
を
求
め

て
い
た
日
本
企
業
が
、

付
加

価
値
の
高
い
製
品
の
研
究
開

発
を
重
視
す
る
傾
向
に
な

っ
て
き
て
い
る
」
と
述
べ

て
い
る
。

”帥印申却カルトカロ・画一ウ第サ送自．印中十串中峰ジ倉．和和中中

Ｕ
Ｒ

Ｌ

一
暮

こ

雪

≡ミ

多

雪

営

も

８

ヨ

法
拭
…‐会
一瑠
器
物
航
在
！！コ
社
長
■
小
山
敦
一也
！一
■

が
、

な
ん
で
も
売
れ
る
の
で

そ
の
噂
で
人
が
集
ま
り
、

今

答
え
が
返
っ
て
こ
な
く
な
り

は
な
い
か
？
な
ど
と
気
持
ち
　
の
義
蔦
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
ま
す
。

が
ハ
イ
の
状
態
に
な
り
錯
覚

　

多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と
　
　
ア」れ
は
メ
ー

カ
ー
で
は
な

辞
八
点鼻
が
，
法
諄
盆
拶
岳
　
　
承謝葬競
拝
響
榔準

Ｆ
が
と
蕩
い
４
督る
奪
落
（タヤ護
鶏
婦
鉢
纂
苺

し〓”兼斡様貯すもとヽ
　φ疑↑雑い沖郵韓嘩嘩れ　か韓兆ゆ毒セル嶋かい韓

和嘩、力ｋオ韓酢吻淀峠　伽れ立わか豹奪い娘い淀　任能力われ〕蒙針黎軸残

印傘升韓”始改使力賊”　引ゆ藤洵瑳申韓れれに力　離難韓離姉し線卦初聴球

恭雑
類
餓
駈
犠藤
義
繋
ｋ、国
多
ぃ

が製
湛
増
量
吾

品
を
購
入
し
て
持
ち
帰
っ
て
　
　
店
の
方
に
、　
″メ
ー
カ
ー
　
　
ン」
の
メ
ー
カ
ー
か
問
屋
か

の
確
認
は
絶
対
必
要
な
作
業

で
す
。

念
に
は
念
を
入
れ
て

確
認
し
て
下
さ
い
。

理
由
は
、

日
本
で
は

″見

本
〃
が
契
約
の
大
前
提
に
な

り
、

見
本
以
外
の
工
場
の
製

品
を
、

納
品
す
る
こ
と
は
詐

欺
と
ま
で
は
行
き
ま
せ
ん
が

犯
罪
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ

り
、　
″見

本
″
と
同
じ
も
の

が
同
じ
工
場
で
生
産
さ
れ
る

＞あ
認
繋
生
般
唄
半
か
、

こ
こ
中
国
で
は
、

そ
の
よ
う

な
日
本
の
常
識
は
通
じ
ま
せ

ん
。中

国
で
は
見
本
と
異
な
る

メ
ー
カ
ー
の
商
品
を
日
常
的

に
納
品
し
ま
す
。

特
に
相
手

が
間
屋
で
あ
れ
ば
、

な
お
さ

ら
で
す
。

見
本
と
し
て
提
示

し
た
製
品
の
工
場
と
価
格
、

支
払
い
条
件
な
ど
合
意
で
き

な
け
れ
ば
、

外
観
は
同
じ
で

も
、

全
く
異
な
る
工
場
で
生

産
さ
れ
た
製
品
が
納
品
さ
れ

ま
す
。

そ
ん
な
製
品
が
日
本
に
到

着
す
れ
ば
、

こ
れ
は
必
ず
ユ

ー
ザ
ー

様
か
ら
ク
レ
ー

ム
と

な
り
ま
す
。

日
本
お
対
中
投
資
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

純
然
た

る
生
産
拠
点
と
し
て
で
は
な
く
、

市
場
と
し
て
と
い

う
面
に
重
点
を
移
し
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
。

　

中
国
の

市
場
化
は
、

予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
拡
大
し
て
い

る
。

巨
大
な
市
場
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

そ
の
こ
と
を
外
資
も
注
目
し
参
入
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

し
か
も
安
い
も
の
に
対
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
興

味
を
示
さ
な
い
傾
向
を
持
っ
て
い
る
。

中
国

の
市
場
は
、

先
進
国
並
に
な
り
つ
つ
あ
る
と

見
る
べ
き
で
、

購
買
力
は
年
々
上
昇
の

一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
。

中
で
も
若
者
世
代
と
女

性
た
ち
の
購
買
力
は
す
で
に
先
進
国
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

そ
う
し
た
傾
向
の
中
で
、

外
資
が
ど
の
よ

う
に
投
資
を
し
て
ゆ
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

企
業
だ
け
を
見
て
い
る
と
思
わ
ぬ
落
と
し

穴
に
入
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。



今
後
外
資
の
質
的
向
上
を
目
指
す

多
国
籍
企
業
と
中
国
の
持
続
可
能
な
発
展
を
テ
ー
マ
と
し
た

「２
０
０
７
年
多
国
籍

企
業
中
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、

商
務
省
外
資
局
の
孫
鵬
副
局
長
は
、

外
資
に

よ
る
Ｍ
＆
Ａ
を
審
査
し
て
い
く
と
発
表
し
た
。

「中
国
は
今
後
、

外
国
資
本
に
よ
る
Ｍ

＆
Ａ
の
管
理
を
一
層
強
化
す
る
」
と
し
、

外
資
導
入
の
継
続
性
と
安
定
性
を
引
き
続
き

維
持
し
て
い
く
と
い
う
。

先
ご
ろ
開
催
さ
れ
た
、

「２
０
０
７
年
多
国
籍
企
業

中
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
多
画
籍

企
業
と
中
国
の
持
続
可
能
な

発
展
に
関
す
る
サ
ミ
ッ
ト
」

に
お
い
て
、

中
国
商
務
省
外

資
局
の
孫
鵬
副
局
長
は
、

外

国
資
本
に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「中
国
は
今
後
、

外
資
に

よ
る
Ｍ
＆
Ａ
を
審
査
し
て
い

を
、
そ
の
審
査
内
容
は
、

市

場
に
お
け
る
公
平
な
競
争
の

嘆

晏

警

黎

褒

独
占
防
止
の
他
、

国
有
企
業

の
Ｍ
＆
Ａ
と
国
有
財
産
権
の

譲
渡
が
規
定
に
合
致
す
る
か

ど
う
か
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

ま
た
、

規
範
化
、

管
理
、

発
展
の
三
つ
を
原
則
と
し
た

規
定
の
改
正
を
し
、

外
資
Ｍ農 村 部 へ の 地 域 開 発 未 来 の 課 題 とな る

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
は
、

江
蘇
省
無
錫
市
に
支
店
を
設

立
し
、

ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
と
ソ
フ
ト
開
発

体
制
を
全
面
的
に
強
化
す
る

と
発
表
し
た
。

こ
れ
ま
で
流
通
業
や
製
造

業
な
ど
の
旦
本
企
業
を
対
象

と

考
」
ノ
リ

ュ
ー
ン

ヨ
／

―
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
ノ
ウ

ハ
ウ
と
住
宅
機
能
部
品
へ
の

展
開
を
目
指
す
。

省
エ
ネ
を
優
先
し
た
高
気

密
か
つ
高
断
熱
の
住
宅
を
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
、

中
国

で
は
普
及
が
遅
れ
て
い
る
Ａ

Ｌ
Ｃ
壁
を
用
い
た
鉄
骨
構
造

字
≡主
，
と

ン
Ｃ

′、
く
。

外
向
け
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配

信
し
て
い
る
中
国
企
業
に
対

し
、

相
互
の
Ｃ
Ｄ
Ｎ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
直
接
コ
ン

テ
ン
ツ
を
配
信
す
る
。

ニ
ッ
セ
ン
　
中
国
の
通
販
会

社

耐

ｅ
ｃ
ｏ
ｘ
Ｌ
ａ
ｎ
こ

と
是
特

＆
Ａ
の
管
理
を
一
層
強
化
し

て
い
く
と
同
時
に
、

国
の
安

全
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
防
ぐ
こ
と
を
目
標
と

す
る
」

同
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
し
た

商
務
部
の
部
長
箱
佐
は
、

外

資
導
入
政
策
の
継
続
性
お
よ

び
安
定
性
を
引
き
続
き
維
持

す
る
と
と
も
に
、

先
進
技
術

や
先
進
的
な
管
理
方
法
、

海

外
の
知
的
資
源
の
導
入
を
重

点
に
し
、

外
資
を
導
入
す
る

上
で
の
産
業
構
造
と
地
域
分

配
を
改
善
し
、

外
資
利
用
の

質
的
向
上
を
目
指
す
と
し
た

上
で
、

「中
国
は
、

地
域
発

展
政
策
を
整
え
、

東
部
沿
海

地
域
と
発
展
地
域
が
全
国
に

先
駆
け
て
発
展
す
る
こ
と
を

支
持
し
、

新
し
い
飛
躍
を
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
時
に
、

中
西
部
地
域
の
一

部
の
企
業
に
対
す
る
外
資
導

ゐ

黍

整

拶

盤

役

東
部
の
加
工
貿
易
を
旦
空
部

に
移
転
さ
せ
、

東
部
の
外
資

一糸
企
業
と
国
内
企
業
に
よ
る

中
西
部
地
域
へ
の
投
資
を
促

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、

地
域
運
動
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
構
築
さ
せ
、

東

・

中

≡
西
部
、

東
北
の
旧
工
業

地
帯
が
と
も
に
協
力
し
発
展

す
る
よ
う
支
援
し
、

外
菫
糸

企
業
と
中
国
中
西
部
地
域
の

協
力

・
交
流
を
強
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
、

よ
り
多
く
の
多
国

籍
企
業
が
中
国
に
投
資
・
起

業
し
、

中
国
の

「新
農
村
建

れ産

、
中
部
地
域
の
合
頭
、

西
部
地
域
の
開
発
、

東
北
旧

塞
薗
雰
握

護

誉

、

積
極
的
に
加
わ
る
こ
と
を
望

む
。

中
国
は
中
国
企
業
の
海

舎

昌

ヽ

ふ

ヽ

グ
ロ
ー

バ
ル
資
源
の
効
果
的

な
分
配
に
参
与
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
講
っ
た
。

ま
た
、

中
国
の
外
資
本
企

業
投
資

へ
の
誘
致
項
目
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
、

省
エ
ネ
と

婆
痛
姿
環

ハ
ど
ア
ク
磨
秦

近
代
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
へ
の

控
奮
曇
最
姿
Ψ
Ｌ
Ｋ
い
く

〓
兵

エ
ネ
ル
ギ
ー

多
消
費
、

高
汚

染
お
よ
び
低
レ
ベ
ル
の
投
資

を
厳
し
く
制
限
す
る
と
し
て

い
る
。

本学は現在15の学院、72の学部を有しています。
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胡
江
省
義
鳥
市
と
い
う
と
　
め
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
ョ
ツ
プ
を
長
く
見
ま
す
と
、

こ
ろ
は
街
全
体
が
巨
大
な
小
　
　
義
鳥
は
上
海
よ
り
日
帰
り

一季
馬
で
感
じ
た
懸
想
を
よ
り

り
ま
し
た
。

こ
の
時
に
知
っ
　
立
体
的
と
迷
路
の
よ
う
に
あ

商
品

（会
協
類
イ
マ
票
窓
へ
　
が
出
来
、

上
海
市
よ
り
南
西

強
く
し
ま
し
た
。　

　
　
　
　
た
義
烏
で
の
価
格
か
ら
、

■

り
ま
す
の
で
、

先
ほ
ど
見
た

種
類
が
牲
多
ｎ
憬
察
ｎ
客
じ
　
へ
列
車
の
移
動
で
５
時
間
ほ
　

初
め
て
行
っ
た
時
は
、

驚

Ｏ
Ｏ
円
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
さ

．商
品
を
も
う
一
度
見
た
い
と

市
場
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
ど
の
場
所
に
位
置
し
ま
す
。

　
き
ま
し
准
砲

ブ【
ウ大
き
さ
、

　
れ
て
い
る
価
格
で
も
採
算
に

感
じ
て
も
、

そ
の
プ
ー
ス
に

屋
纂

的
せ

ら

艶

雛

焼
勲
繁

藩

ノ

護

巽

旋
艶

堰

」ぃ

遇

班

難

欝

の
カ
ッ
パ
橋
、

大
阪
の
千
日

在
は
、

日
本
人
の
姿
も
よ
く
　
″
こ
の
商
品
は
い
く
ら
で
す
　
　
聖
里
ｄ
骨
早
↑
堂
本な
り
、
　
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、

必
ず
そ

屋
遭
曇
屋
駿
☆

極
で
す
が
、

　
見
か
け
ま
す
が
、

そ
の
当
時
　
か
？
商
店
主
か
ら
の
返
事
は

一寒
慎
サ
ン
プ
ル
は
期
待
で
き

の
プ
ー
ス
の
ア
ー
ス
番
号
を

こ
こ
中
国
で
は
〇
〇
市
場
と

は
、

日
本
人
を
見
か
け
る
こ

必
ず
“

収
購
門
仕
入
れ
″
、

　
ま
せ
ん
の
で
、

必
要
な
サ
ン

控
え
る
か
、

名
刺
を
入
手
す

銘
打
っ
た
６
階
建
て
の
巨
大

と
も
少
な
く
、

■
Ｏ
Ｏ
円
シ
　
″
購
入
＝
単
品
買
い
″
中
国

プ
ル
は
し
っ
か
り
と
賞
わ
さ
　
る
こ
と
を
、

私
の
失
敗
経
験

な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
状
　
ョ
ッ
プ
な
ど
の
プ
ロ
ー
カ
ー
　
で
も
大
量
仕
入
れ
価
格
と
、

　
れ
ま
す
。

サ
ン
プ
ル
で
買
っ
　
か
ら
、

管
様
に
薦
め
ま
す
。

の
建
物
が
義
鳥
市
内
に
多
数

が
出
入
り
を
し
て
い
る
よ
う

単
品
小
売
価
格
の
二
重
の
価

た
価
格
が
、

正
式
に
発
注
す
　
ま
た
、

多
く
の
プ
ー
ス
を

点
在
し
、

そ
の
〇
〇
市
場
と

な
と
こ
ろ
で
し
た
。　

　
　
　
格
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、

日
本

る
と
さ
ら
に
値
引
き
交
渉
が
　
回
り
、

も
ろ
も
ろ
の
見
本
や

弾
製

議

零

縁

嬢

馨

露

亀

範

隷

鎌

蒙
節

畢

諄

経

終

祓

鞭
轄

確

ロ

穀
謡
療
パ
ｒ
ジ
量
圏
霧

　

立
華
賂
頓
班
瑠
萌
ギ
繋
勢
篭
つ
塚

ガ
諺
鵡
婚
躍
嬉

誓

妻
日
，

必
―

【
―
導

串

々
　

　

と
返
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
価

芸
ノな

匝
客
握
雫
て
資
　
も
薦
め
ま
す
。

テ」れ
は
私
の

市
場
を
結
ぶ
道
路
沿
い
に
２
　
　
↓商

品
ア
イ
テ
ム
で
言
っ
た

一橋
は
、

日
本
で
の
価
格
が
先

利
幅
は
あ
り
、

面
白
い
商
売

実
感
で
す
。

市
場
を
結
ぷ
道
路
沿
い
に
２
　
　
↓商

品
ア
イ
テ
ム
で
言
っ
た

一橋
は
、

日
本
で
の
価
格
が
先

利
幅
は
あ
り
、

面
白
い
商
売

実
感
で
す
。

階
建
て
、

平
屋
建
て
の
家
屋

ら
、

な
い
も
の
は
な
い
と
い

入
に
あ
り
ま
す
の
で
、

え
っ
　
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
ま

醸
盤
轟
韻
闘

が
ず
ら
っ
と
並
び
、

そ
の
略
　
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
の
品
数

え
っ
と
な
殺
ｆ
豊
里
書
汚
）、
　
し
た
。

国
内
の
販
促
品
な
ど

地
一異
も
、

こ
れ
ま
た
商
店
が
　
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
耳
を
疑
う
よ
う
な
価
格
で
し

も
こ
れ
で
い
ろ
い
ろ
な
ユ
ー

ひ
し
め
い
て
い
る
状
態
で
、　

　
こ
の
義
鳥
で
の
最
初
の
感

た
。

こ
の
価
格
と
最
初
は
非

ザ
ー
様
に
提
案
が
可
能
に
な

こ
こ
義
烏
ｒ
蛭
暖
岸
準
伊
、
　
想
は
、

日
本
で
の
■
０
０
円

常
に
新
鮮
に
驚
き
の
価
格
で
　
り
、

仕
事
の
幅
が
広
が
る
も

面
と
立
体
的
で
す
、

そ
の
規

シ
ョ
ッ
プ
は
、

こ
こ
の
商
品

し
た
。

ボ
ー
ル
ペ
ン
が
日
本

の
と
夢
が
どｉ
ん
ど
ん
と
膨
ら

模
は
鼻
た
者
で
な
け
れ
ば
、

　
が
無
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い

円
価
格
で
５
口
と
か
、

本
当

ん
で
い
き
ま
し
た
。

説
明
と
望
康
ほ
で
き
ま
せ
化
　
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
そ
の

に
何
円
↑
何
十
銭
と
い
う
よ
　
義
馬
で
の
条
監
２
糠
憾
県

一
度
実
感
さ
れ
る
こ
と
を
薦

一後
日
本
で
の
各
■
０
０
円
シ

う
な
価
格
の
商
品
が
多
く
あ

一Ｏ
①
市
場
内
で
の
プ
ー
ス
が

万
醐
淵

錦
勤
筋
強
判

軒
匁
範
自 ．
毅
幸
軒
叢
摯
途

訴
団
勲
蜘
拘

商
品
管
理
、

物
流
加
工

、
発
送
代
行
、

中
国
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
ト
、

在
宅
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
な
ど
。

ｕ
Ｒ
Ｌ

事
さ
挙

まヽ，湯
ぎ
Ｓ
つ
き

８
ヨ

中
国
は
当
外
資
に
よ
る
資

本
参
加
に
皇
菅
な
ほ
ど
気
を

使
っ
て
き
た
。

圧

倒
的
に
資
金
力
、

技
術
力
の
あ
る
外

資
に
資
本
参
加
を

話

ば
、

国
墨

業
が
乗
っ
取
ら
れ

る
、

と
思
っ
て
い

た
。

し
か
し
Ｇ
Ｄ

Ｐ
世
界
４
位
の
経

済
大
国
に
な
り
、

外
資
準
備
高
も
史
上
空
前
を

判
に
応
じ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば

記
録
し
た
中
、

い
つ
ま
で
も

な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は

警
戒
心
だ
け
で
防
ぐ
わ
け
に

外
資
の
Ｍ
＆
Ａ
に
対
し
て
も

は
ゆ
か
な
い
。

そ
れ
に
資
本

オ
ー
プ
ン
な
形
で
審
査
を
し

参
加
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
時
の
条

て
ゆ
こ
う
と
い
う
姿
勢
を
示

件
で
も
あ
る
。

す
で
に
そ
の

し
た
の
が
今
回
の
管
理
強
化

時
期
は
昨
年
末
に
来
た
。

そ

で
あ
る
。

た
だ
強
化
が
す
ぎ

の
た
め
外
資
開
放
を
行
っ
た

る
と
オ
ー
プ
ン
さ
が
疎
外
さ

が
、

先
進
国
か
ら
は
形
だ
け

れ
て
し
ま
う
。

そ
の
あ
た
り

の
ポ
ー
ズ
と
い
う
批
判
も
強

は
、

中
国
も
覚
薦
を
決
め
な

い
。

実
際
そ
う
い
う
面
も
あ

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
。

し
か
し
、

そ
う
し
て
批

ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
自

社
カ
タ
ロ
グ
の
商
品
と
企
画

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
。

み
ず
ほ
ヨ
ー

ボ
銀
　
深
捌
市

貿
易
工
業
局
と
業
務
協
力

み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀

行
は
こ
の
ほ
ど
、

広
東
省
深

み
な
と
銀
行
　
上
潟
に
駐
在

員
事
務
所
開
殺

み
な
と
銀
行
は
先
ご
ろ
、

中
国
銀
行
業
監
督
管
理
委
員

会
の
認
可
を
受
け
、

上
海
駐

在
員
事
務
所
を
開
設
す
る
と

発
表
し
た
。

設
を
決
め
た
。

日
本
郵
船
　
宝
山
鋼
鉄
と
プ

ラ
ジ
ル
鉄
鉱
石
の
長
期
輸
送

契
約日

本
郵
船
は
こ
の
ほ
ど
、

中
国
の
鉄
鋼
最
大
手
で
あ
る

宝
山
鋼
鉄
と
プ
ラ
ジ
ル
産
鉄

ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は
先
ご

ろ
、

中
国
で
３
月
■
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
情
報
製
品
汚
染

規
制
管
理
弁
法

（電
子
信
息

匿

襲

舗

鍾

途

へ
の
対
応
を
始
め
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

中
国
で
販
売
さ
れ
る
プ
リ

の
外
資
規
側
が
緩
和
さ
れ
、

独
資
で
も
会
社
設
立
が
可
能

に
な
っ
た
が
、

三
菱
電
機
大

連
糠
器
有
限
公
司
向
け
の
物

流
業
務
受
託
を
機
に
、

同
地

区
に
金
額
出
資
の
現
地
法
人

を
設
立
、

中
国
政
府
よ
り
認

許
を
取
得
し
た
。

こ
れ
は
独

０６
年
１２
月
に
設
立
し
た
否

港
現
地
法
人
、

さ
ら
に
今
後

進
出
を
計
画
し
て
い
る
上
海

の
現
地
法
人
も
合
わ
せ
て
中

国
の
重
要
拠
点
を
カ
バ
ー
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

図
り
、

三
菱
電
機
グ
ル
ー
プ

各
社
の
物
流
業
務
の
受
詭
拡

i中医薬大学
ミ教 育 学 院
つ一つである。大学は教育、医療、科学研究の三本柱を一体とし

ンクとなっている。 1999年 には国家教育部(文部省)の審査に

神医薬大学、中医学院の中でこの名誉に輝いたのは上海中医薬大



外
資
商
年
同
期
比
６

・
７
％
減

中
国
商
務
部
は
０６
年
■
～
１１
月
に
新
た
に
認
可
さ
れ
た
外
資
系
企
業
の
設
立
作
数

は
、

前
年
同
期
比
６
・
７
％
減
の
３
万
７
０
■
９
社
だ
っ
た
。

投
資
額
は
契
約
ベ
ー
ス

で
前
年
同
期
比
Ｏ
・
１５
％
増
加
の
■
６
７
４
億
６
５
０
０
万
ド
ル
と
な
っ
て
お
り
、

こ

れ
ま
で
上
海
に
多
国
籍
企
業
が
地
域
本
部
を
設
立
し
て
い
る
。

中
国
商
務
部
は
、

０６
年
■

～
１１
月
に
新
た
に
認
可
さ
れ

た
外
資
系
企
業
の
設
立
作
数

が
前
年
同
期
比
６

・
７
％
減

の
３
万
７
０
■
９
社
だ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

投
資
額
は
契
約
ベ
ー
ス
で

前
年
同
期
比
Ｏ

・
１５
％
増
の

■
６
７
４
億
６
５
０
０
万
ド

ル

（１９
兆
５
９
３
４
億
５
０

０
万
円
）
、

実
質
ベ
ー
ス
で

２
・
‐４
％
増
の
５
４
２
億
６

３
０
０
万
ド
ル

（６
兆
３
４

８
７
億
７
■
Ｏ
Ｏ
万
円
）
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
外
資
系
投
資
企
業
２０

社
が
先
ご
ろ
、

上
海
市
政
府

の
認
可
し
た
多
国
籍
企
業
地

域
本
部
証
明
書
を
獲
得
し

た
。こ

れ
ま
で
、

■
５
■
社
の

多
国
籍
企
業
が
上
海
に
地
域

本
部
を
設
立
し
て
お
り
、

そ

の
う
ち
、

１４
社
は
商
務
部
に

国
家
ク
ラ
ス
地
域
本
部
に
認

定
さ
れ
て
い
る
。

上
海
市
対
外
経
済
貿
易
委

員
が
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、

０６
年
ユ
．～

１１
月

で
、
ｌｉ
海
市
は
外
資
系
投
資

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
３
６
３
７

作
認
可
し
た
と
い
う
。

契
約
外
資
額
は
■
３
１
億

２
３
０
０
万
ド
ル

（■
兆
５

３
５
３
億
９
１
０
０
万
円
）

で
、

前
年
同
期
比
主
・
６３
％

ア
ッ
プ
し
、

到
着
外
資
額
は

６６
億
５
■
０
０
万
ド
ル

（７

７
８
■
億
６
７
０
０
万
円
）

と
な
り
、

同
期
比
■
・
６
％

伸
び
て
い
る
。

０６
年
の
契
約
外
資
額
と
到

着
外
資
額
は
、

同
期
比
で
史

上
最
高
と
な
っ
た
。

■
～
Ｈ
月
、

外
資
系
の
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
は
２６
社
が

設
立
さ
れ
、

上
海
に
進
出
し

た
外
資
系
研
究
開
発
セ
ン
タ

ー
は
■
９
６
社
に
達
し
た
。

ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
、

下
Ｎ
ｌ

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
、

シ
ェ
フ
ラ
ー

な
ど
者
名
な
多
国
籍
企
業
は

０６
年
、

■
海
で
投
資
額
３
０外 資 が 地 域 本 部 を設 立 して い る

Ｏ
Ｏ
万
ド
ル

（３５
億
■
Ｏ
Ｏ

Ｏ
万
円
）
以
上
の
大
型
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
開
発
体
系

の
重
要
な
一
環
と
な
っ
た
。

一
方
、

中
国
の
対
外
投
資

額
は
０６
年
９
月
末
ま
で
の
累

計
で
７
■
２
億
２
０
０
０
万

ド
ル

（８
兆
３
３
２
７
億
４

０
０
０
万
円
）
と
な
り
、

海

外
の
中
国
資
本
企
業
は
■
万

社
を
超
え
た
。

０１
年
か
ら
の
５
年
間
で
、

中
国
の
対
外
直
接
投
資
は
年

平
均
６６
％
ず
つ
成
長
し
て
き

た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
請
負
は

２５
％
、

労
務
提
携
は
１１
％
そ

れ
ぞ
れ
成
長
し
て
い
る
。

中
国
石
油
天
然
気
、

中
国

石
油
化
工
、Ｔ

Ｃ
Ｌ
、筆

為
科

技
な
ど
が
、

海
外
市
場
進
出

の
ｉ
力
企
業
に
な
っ
た
。

ほ

か
に
も
、

過
去
３
年
間
で
中

国
海
洋
石
油
、

聯
想

（レ
ノ

ボ
）、
海
雨
（
ハ
イ
ア
ー

ル
）

な
ど
か
実
績
を
伸
ば
し
た
。

し
か
し
、

中
国
企
業
の
海

外
進
出
は
始
ま
っ
た
は
か
つ

で
、

中
国
の
海
外
直
接
控
萱

額
は
世
界
の
Ｏ
・
５
％
を
高

め
る
に
す
ぎ
な
い
ぅ

れ
外
で

の
プ
ロ
メ
ェ
ク
ト
請
負
契
約

額
も
２

，
■
ち
に
と
ど
ま

る
。外

資
生
保
会
社
の

数
雄
を
中
止
す
る

中
国
保
監
会
が
明
ら
か
に

し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

■

０
０
％
外
資
持
ち
株
の
生
命

保
険
会
社
の
設
立
を
認
可
し

な
い
方
針
を
決
定
。

そ
の
た

め
単
独
資
本
の
生
命
保
険
会

位
運
営
可
能
な
の
は
、

国
輩

系
の
み
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
Ｌ
海
で
会

閉
湘
南
物
流
企
画
、

設
立

・
９４
年
、

資
本
金

・
１
０
０
０

万
円
、

営
業
種
目

・
貨
物
軽
自
動
車
運
送
業
、

倉
庫
事
業
、

商
品
管
理
、

物
流
加
正
、

発
送
代
行
、

中
国
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
ト
、

在
宅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
な
ど
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

一
ゴ
一ｆ
き
く〓
ギ
争
雪
彗
き

８
ヨ

急
速
に
変
化
す
る
中
国
に
　
　
あ
る
工
場
で
生
産
を
さ
せ

お
い
て
も
人
の
性
格
、

考
え
　
る
た
め
、

工
場
視
祭
に
言
っ

方
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
、

　
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

責
任

日
本
人
と
の
考
え
方
、

仕
事
　
者
か
ら

″こ
こ
で
最
終
検
査

の
進
め
方
に
お
い
て
は
、

い
　
を
し
て
出
荷
し
ま
す
″
と
曽

ま
だ
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
　
信
満
々
に
説
明
が
あ
り
ま
し

あ
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
た
。

私
は
、

こ
こ
で
？
　
検

中
国
は
確
か
に
人
作
費
が
　
査
？
　
薄
暗
い
、

机
も
汚
い

日
本
と
比
較
す
れ
ば
安
く
、

　
こ
の
上
で
検
査
？
　
ア」の
よ

し
た
が
っ
て
安
価
で
商
品
が
　
う
な
環
境
で
の
検
査
で
良
い

で
き
、

こ
の
こ
と
か
ら
世
界
　
と
す
る
こ
の
工
場
の
検
査
自

の
工
場
と
も
い
え
る
よ
う
に
　
体
へ
の
認
識
に
、

鳥
肌
の
立

発
展
し
て
き
た
の
だ
と
は
思
　
つ
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り

い
ま
す
が
、

良
く
考
え
て
み
　
ま
す
。

て
く
だ
さ
い
。

安
く
て
良
い

商
品
が
、

製
造
過
程
の
原
理

，
原
則
の
中
で
で
き
る
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
？

多
く
の
原
材
料
は
輸
入
に

頼
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
日
本

で
購
入
す
る
価
格
と
大
き
な

共
は
あ
つ
ま
せ
ん
。

印
刷
機
な
ど
の
良
い
機
械

な
ど
も
輸
入
品
で
す
の
で
決

し
て
安
く
は
な
く
、

そ
う
な

る
と
ど
こ
で
原
価
を
下
け
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

明
り
と
り
の
窓
が
極
端
に

少
な
い
倉
庫
の
よ
う
な
建
物

で
、

天
丼
ま
で
の
高
さ
は
７

メ
ー
ト
ル
近
く
あ
り
、

そ
こ

に
蛍
光
灯
が
高
い
人
方
に
張

り
向
く
よ
う
に
つ
い
て
は
い

る
が
手
元
を
照
ら
す
よ
う
な

文
量
で
は
な
く
、

ま
た
、

刊

の
上
は
、

塗
装
を
終
え
た
ば

っ
か
り
の
商
品
を
次
か
ら
次

へ
と
並
べ
る
の
で
、

塗
料
が

沢
山
つ
い
て
お
り
、

し
か
も

そ
の
食
料
が
ま
だ
ウ
エ
ッ
ト

社
が
設
立
さ
れ
た
と
い
う
米

Ａ
ｌ
Ａ
か
支
社
の
形
で
生
命

保
険
を
達
堂
す
る
は
か
、

完

全
な
外
責
持
ち
株
の
生
命
保

険
会
社
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ｍ
手
保
険
業
が
全
面
的
に

対
外
に
開
放
し
て
以
来
、

６

０
０
億
元

（
ｏ
０
０
０
億

円
）
の
海
外
資
金
が
外
資
保

険
機
構
を
設
立
す
る
か
中
回

系
保
険
会
社
へ
出
資
す
る
と

う
そ
の
よ
う
な
話
が
ま
か
り
通
る
中
国
‥

品
質

・
管
理

の
基
準
が
日
本
と
全
く
違
う

車
寺
ウ
寺
串
一
中
辛
中
〕
な

一
巾
幕
幹
中
勢
れ
中
紳
ャ

ら
さ
れ
、

投
資
環
境
の
改
善

！　
ｎ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
、

シ
テ
ィ
バ
ン

と
資
本
市
場
の
発
展
を
使
進
　
ク
は
０６
年
１２
月
１５
日
か
ら
、

し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。　

一
上
海
市
民
に
人
民
元
預
金
サ

し
か
し
中
国
保
監
会
は
、　

一
―
ビ
ス
を
始
め
た
。

外
資
が
台
弁
保
険
会
社
へ
出

！　
陸
家
嵯
に
あ
る
工
Ｓ
Ｂ
Ｃ

資
す
る
場
合
は
、

株
権
は
酌
　
は
、

顧
客
■
号
の
■
０
０
万

一路
以
下
で
な
け
れ
ば
今
後
も
　
一九
（■
島
Ｏ
Ｏ
万
円
）
の
定

認
可
し
な
い
と
い
う
。

　
　
　
型
預
金
を
受
理
し
た
。

中
国
進
出
企
業

ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
る

た
け
が
話
題
に
な

の
だ
。

こ
の
場
合
、

中
国
企

る
が
、

中
国
企
業

業
が
ど
れ
は
ど
能
力
を
発
揮

の
れ
外
進
出
も
き

で
き
る
か
は
か
な
り
難
し

々
と
拡
大
し
て
き
　
い
。

中
国
の
産
業
は
圧
倒
的

て
い
る
。

掌
か
な

に
国
内
型
だ
っ
た
か
ら
だ
。

ま
本
を
持
つ
中
国

国
内
で
は
カ
ン
ト
リ
ー
ル
ー

企
業
、

綻
営
者
が
　
ル
は
適
用
し
て
も
海
外
で
は

海
外
の
企
業
に
Ｍ

適
用
し
な
い
。

そ
の
ク
ロ
ー

＆
Ａ
を
仕
掛
け
る

バ
ル
化
が
間
わ
れ
て
い
る
。

の
状
態
、

こ
の
上
に
商
品
を

並
べ
た
ら
間
違
い
な
く
色
が

つ
い
て
し
ま
う
の
が
分
か

る
。こ

の
状
況
で
は
、

不
良
も

不
備
も
見
落
と
し
て
し
ま
う

だ
ろ
う
し
、

せ
っ
か
く
良
品

で
上
が
っ
て
い
て
も
こ
の
台

の
上
に
載
せ
た
ら
不
良
に
な

っ
て
し
ま
う
。

責
任
者
へ
、

こ
こ
は
検
査

を
す
る
に
は
不
適
格
で
あ
る

こ
と
は
各
げ
る
と
、
″問

題
は

な
い
″
ス
タ
ッ
フ
は
慣
れ
て

い
る
し
、

日
が
い
い
、

汚
れ

は
あ
と
で
拭
き
取
れ
ば
問
題

な
い
と
向
信
満
々
の
回
答
。

も
う
空
い
た
口
が
ふ
さ
が

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
国
に
出
て
き
て
商
売
を

さ
れ
て
い
る
方
な
ら
恵
け
る

話
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

品
質

・
管
理
の
基
準
が
日

本
と
全
く
達
う
の
で
す
。

中

国
の
基
準
で
言
え
は
、

決
し

て
手
抜
き
を
し
て
い
る
と
の

意
識
は
な
い
の
で
し
ょ
う

が
、

日
本
の
基
準
に
照
ら
し

合
わ
せ
れ
ば
、

手
を
抜
い
て

い
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な

い
作
業
工
程
、

品
質
管
理
な

の
で
す
。

本
来
こ
こ
ま
で
の

管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、

原
価
を
下
げ
る
た
め

に
は
仕
方
が
な
い
の
だ
と
の

こ
と
で
も
な
く
、

こ
れ
が
品

質
管
理
な
の
だ
と
当
た
り
前

の
よ
う
に
行
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

こ
の
工
場
で
生
産
し

た
も
の
を
、

日
本
基
準
で
演

査
を
し
た
場
合
、

３
割
近
く

が
不
良
と
な
る
で
し
ょ
う
。

中
国
で
生
産
メ
リ
ッ
ト
を

出
す
た
め
に
は
、

技
術
指
導

や
品
質
管
理
手
順
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
を
細
か
く
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

当
然
、

憤
れ
る
ま
で
の
時
間

も
必
要
で
あ
り
、

ま
た
、

慣

れ
る
た
め
、

経
験
を
積
む
た

め
の
、

■
症
主
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

■
口
き
り
で
終
わ

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
商
品
で

あ
れ
は
、

ｆ
場
進
定
の
時
点

で
輸
出
経
験
が
豊
富
で
あ

り
、

生
産
能
力
の
大
き
な
工

場
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
工
場

は
日
本
と
の
合
弁
企
業
や
外

資
企
業
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、

低
単
価
で
の
生

産
は
無
理
で
す
。

中
国
企
業
側
だ
け
に
問
題

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。発

注
量
は
少
な
く
、

短
納

期
、

な
お
か
つ
過
剰
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
と
も
思
え
る
日
本
の

品
質
基
準
に
も
問
題
は
な
い

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

例
え
ば

ノ
ベ
ル
テ
ィ
ー

（
販
促
商

品
）
で
街
頭
で
配
る
ボ
ー
ル

ベ
ン
、

本
来
の
ボ
ー

ル
ベ
ン

の
機
能

″書
け
る
″
と
い
う

と
こ
ろ
に
問
題
が
な
く
、

宣

伝
広
告
の
商
品
で
す
か
ら
、

ロ
ョ
な
り
社
名
等
そ
れ
ら
を

ブ
リ
ン
ト
し
た
も
の
が
は
っ

き
り
描
か
れ
て
い
れ
ば
、

間

題
な
い
は
ず
で
す
が
、

そ
の

ボ
ー

ル
ベ
ン
を
入
れ
る
透
明

の
ビ
エ
ー
ル
袋
が
日
本
生
産

の
物
と
比
較
し
透
明
感
が
多

少
劣
る
か
ら
と
、

不
良
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

林
芸
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雛
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「
日
中
経
滴
討
論
会
」
闘
鶴

６
回
目

交
流
の
場

経
済
産
業
省
と
関
経
連
、

ジ
ェ
ト
ロ
な
ど
が
主
健
し
た

「日
中
経
済
討
論
会
２
０
０

Ｇ
」
、

０６
年
で
６
回
目
だ
。

日
本
と
中
国
を
結
ぶ
最
大
級
の
ト
ベ
ン
ト
で
、

交
流
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
実
現
に
注
力
す
る
も
の
で
あ
る
。

分

科
会
は
Ｍ
＆
Ａ
戦
脂
、

ア
ニ
メ
産
業
ほ
か
１１
分
野
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

先
ご
ろ
、

関
西
経
済
連
合

会
、

経
済
産
業
省
、

日
本
質

易
振
興
機
構

（ジ
ェ
ト
ロ
）

な
ど
を
中
心
と
し
た
日
中
緑

済
討
論
会
開
催
委
長
会
が
大

阪
国
際
会
議
場
で

「日
中
経

済
討
論
会
２
０
０
６
」
を
開

催
し
た
。

日
中
両
国
の
企
業
家
ら
７

０
０
人
が
参
加
し
、

日
中
間

で
開
催
さ
れ
る
経
済
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
は
、

過
去
最
大
と

な
っ
た
。

「日
中
経
済
討
論
会
」
と

は
、

日
中
企
業
間
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ

＆
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
協
力
関
係
を
築

く
交
流
の
場
を
提
供
す
る
も

の
で
、

日
中
企
業
間
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
実
現
に

注
力
し
、

日
本
と
中
国
を
結

ぶ
最
大
級
の
経
済
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
今
年
で
６
回
日
の
問

縦
と
な
る
。

昨
年
は
、

中
国
企
業
が
４０今 回 60件 以上 の協力関係 を提供 す る

%

株
ば
編
！掬
！！！高物
抗
！企！！！コ
社
長
！！！！小
山
敷
也
さ
れ

仰
湘
南
物
流
企
画
、

設
立

，
９４
年
、

資
本
金

・
１
０
０
０

万
円
、

営
業
種
目

・
貨
物
軽
自
動
車
運
送
業
、

倉
庫
事
業
、

商
品
管
理
、

物
流
加
工
、

発
送
代
行
、

中
国
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
ト
、

在
宅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
な
ど
。

腫

や一ぜ

信

社
参
加
し
、

契
約
額
が
６６
億

円
に
上
っ
た
商
談
会
場
が
今

回
も
引
き
続
き
準
備
さ
れ
、

６０
件
以
上
の
商
談
が
行
わ
れ

た
と
い
う
。

日
中
企
業
間
の
最
新
の
ビ

ジ
ネ
ス
動
向
や
展
望
に
つ
い

て
の
情
報
収
集
、

新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
の
場
と
し
て
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
特
に
中
国
の
民
間

企
業
に
よ
る
積
極
参
加
が
目

立
ち
、

初
め
て
中
国
側
の
参

加
総
数
が
日
本
側
の
参
加
総

数
を
上
回
っ
た
。

ま
た
意
見
交
換
の
場
と
し

て
、

分
科
会
で
は
、

両
国
の

企
業
家
ら
は
Ｍ
＆
Ａ
戦
陥
、

ア
ニ
メ
産
業
、

バ
イ
オ
製

業
、

自
動
車
部
品
、

人
材
戦

陪
な
ど
１１
分
野
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
た
。

な
お
、

次
回
の
日
中
経
済

討
論
会
は
０７
年
１０
月
末
に
開

催
さ
れ
る
予
定
だ
。

日
本
の
対
中
直
接
投

資
減
少

、
集

作

一
巡

中
国
商
務
省
の
統
計
に
よ

る
と
、

日
本
か
ら
中
国
へ
の

直
接
投
資
が
減
少
に
転
じ
て

い
る
と
い
う
。

０６
年
■
～
９

月
の
対
中
直
接
投
資
額
は
３２

億
７
０
０
０
万
ド
ル

（３
８

５
８
億
６
０
０
０
万
円
）

で
前
年
同
期
に
比
べ
て
３０
％

減
。通

年
４
年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ

中
国
物
流
事
情
…
少
な
い
投
資
で
考

パ
レ
ッ
ト
輸
送
を
行
う
た

め
に
は
、

パ
レ
ッ
ト
も
製
作

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
も
必
要
に

な
り
ま
す
。

低
賃
金
で
作
業

員
を
い
く
ら
で
も
雇
え
る
中

国
で
は
、

な
か
な
か
普
及
し

な
い
よ
う
で
す
。

皆
様
は
人
の
手
で
積
み
荷

作
業
や
、

荷
卸
し
作
業
を
す

る
に
は
、

事
前
に
そ
の
手
の

力
作
業
の
作
業
員
を
確
保
が

必
要
と
な
り
、

作
業
員
の
確

保
が
難
し
い
こ
と
は
実
感
さ

え
る
。

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
こ
中
国
で
は
全
く
そ
の
よ

う
な
事
前
の
手
配
は
必
要
な

い
の
で
す
。

パ
レ
ッ
ト
輸
送
を
す
る
こ

と
で
、

貨
物
を
安
全
に
効
率

よ
く
運
べ
る
な
ど
と
は
全
く

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

安
全

に
運
ぶ
こ
と
で
お
客
様
か
ら

の
信
用
を
得
て
、

商
売
を
継

続
さ
せ
る
な
ん
て
こ
と
も
考

え
に
は
な
く
、

ど
れ
だ
け
、

少
な
い
投
資
で
、

ど
れ
だ
け

ス
に
な
る
。

ま
た
米
国
や
韓

国
な
ど
か
ら
の
対
中
投
資
も

減
少
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ

は
企
業
の
大
型
投
資
が
ほ
ぼ

一
巡
し
た
こ
と
に
加
え
、

人

件
費
や
地
価
の
上
昇
で
コ
ス

ト
増
へ
の
懸
念
が
強
ま
っ
て

い
る
た
め
と
見
ら
れ
て
い

る
。さ

ら
に
企
業
が
イ
ン
ド
な

ど
中
国
以
外
へ
の
投
資
を
拡

早
く
、

多
く
儲
け
る
か
を
考

え
ま
す
の
で
、

先
行
投
資
的

な
こ
と
は
一
切
し
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
環
境
を
変
え

る
に
は
、

荷
主
か
ら
パ
レ
ッ

ト
輸
送
や
、

ウ
イ
ン
グ
車
の

使
用
と
言
っ
た
要
求
を
出
す

こ
と
で
変
化
は
加
速
す
る
と

慮
い
ま
す
。

弊
社
で
取
り
扱
う
商
品
の

中
に
、

中
国
南
部
で
製
作
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
商
品
が

い
く
つ
か
あ
り
、

香
港
、

広

州
か
ら
輸
出
す
れ
ば
よ
い
の

で
す
が
、

海
運
に
関
し
て
は

上
海
か
ら
船
に
栽
せ
た
ほ
う

が
早
く
、

仮
に
香
港
か
ら
輸

出
し
た
場
合
、

日
本
到
着
ま

で
か
か
る
同
じ
日
数
で
、

上

海
に
立
ち
寄
り
検
査
・
２
次

加
工
な
ど
の
作
業
を
し
て

も
、

到
若
日
数
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

ま
た
陸
上
輸
送
の
経

費
を
入
れ
て
も
価
格
は
そ
れ

ほ
ど
か
わ
り
ま
せ
ん
の
で
広

州
～
上
海
間
を
ト
ラ
ッ
ク
で

輸
送
さ
せ
て
い
ま
す
が
、

日

大
す
る
動
き
も
広
が
り
、

世

界
の
直
接
投
資
の
流
れ
が
変

わ
る
可
能
性
も
出
て
き
た
。

日
本
の
財
務
省
の
国
際
収

支
統
計
に
よ
る
と
、

０５
年
の

日
本
の
全
海
外
直
接
投
資
の

う
ち
中
国
向
け
は
約
１４
％
を

占
め
、

米
国
向
け
約
２７
％
に

次
ぐ
２
番
目
の
国
別
投
資
先

と
な
っ
て
い
る
。

同
統
計
で

は
日
本
の
対
中
直
接
投
資
は

本
国
内
で
は
電
話
で

″頼
ん

だ
よ
″
、　
″ハ

イ
、

了
解
″

で
、

事
は
進
み
ま
す
が
こ
こ

中
国
で
は
そ
う
は
い
き
ま
せ

ん
。
　
　
　
・

輸
送
時
間
は
、

広
州
～
上

海
間
、

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
４８

時
間
、

自
社
に
よ
る
確
認
作

業
の
■
　
ま
ず
は
、

指
定
し

た
屋
根
付
き
の
ト
ラ
ッ
ク
が

積
み
込
み
先
の
工
場
に
入
っ

て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
ま

す
。

こ
の
た
め
担
当
者
が
一

人
、

工
場
へ
張
り
付
い
た
状

態
で
す
。

確
認
作
業
の
２
　
ド
ラ
イ

バ
ー
の
携
市
電
話
を
確
認

し
、

そ
の
場
で
聞
い
た
電
話

番
号
は
本
当
に
ド
ラ
イ
バ
ー

が
所
持
し
て
い
る
携
帯
に
通

話
で
き
る
か
を
、

確
認
し
出

発
さ
せ
ま
す
。

あ
と
は
荷
受

を
行
う
側
で
、

時
折
電
話
を

か
け
、

現
在
地
を
確
認
し
な

が
ら
到
着
を
待
ち
ま
す
。

今
で
も
よ
く
あ
る
の
が
、

地
方
か
ら
出
て
き
て
い
る
運

０６
年
■
～
８
月
で
前
年
同
期

比
１８
％
増
だ
が
、

日
本
側
統

計
は
金
融
・
保
険
を
含
め
て

円
建
て
で
集
計
。

こ
れ
に
対

し
、

中
国
側
統
計
は
金
融
・

保
険
を
除
く
製
造
・
サ
ー
ビ

ス
業
が
対
象
で
、

ド
ル
建
て

の
た
め
実
質
的
な
投
資
の
受

け
入
れ
状
況
を
反
映
し
や
す

い
結
果
と
な
っ
た
。

送
会
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

電
話
が
入
り
、

も
う
す
ぐ
吉

き
ま
す
と
連
絡
が
入
っ
て
か

ら
空
際
に
到
着
す
る
の
が
、

次
の
日
に
な
っ
た
り
、

５
～

６
時
間
後
に
な
る
の
は
当
た

り
前
、

日
本
国
内
で
の
作
業

で
あ
れ
ば
、

こ
の
連
絡
を
当

て
に
し
て
現
場
の
段
取
り
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

到
着

が
次
の
日
に
な
ん
か
な
っ
た

ら
、

大
験
ぎ
で
す
。

ラ
イ
ン

が
止
ま
る
よ
う
な
状
態
に
な

れ
ば
、

大
き
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
を
課
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。日

本
な
ら
、

な
ぜ
遅
れ
た

の
か
？
　
今
後
の
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
？
　
顛
末
書
・

始
末
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

が
い
こ
こ
は
中
国
そ
れ
ら
の

こ
と
を
問
題
と
し
て
は
取
り

上
げ
て
も
結
論
は
で
ま
せ

ん
。す

べ
て
何
が
あ
っ
て
も
大

丈
夫
な
よ
う
な
段
取
り
を
す

る
し
か
な
い
の
で
す
。

中
国

人
と
張
り
合
っ
て
言
い
訳
の

で
き
な
い
よ
う
に
理
屈
を
こ

ね
て
も
仕
方
が
な
い
の
で

す
。

商
習
慣
・

考
え
方
の
違

い
を
、

日
本
流
に
合
わ
せ
っ

て
も
ら
う
の
も
無
理
な
の
で

す
。荷

物
が
着
か
な
け
れ
ば
、

不
良
を
出
し
て
し
ま
え
ば
、

そ
れ
は
仕
事
を
講
け
た
日
本

企
業
の
責
任
で
す
孔
中
国
人

の
仕
事
の
進
め
方
を
よ
く
理

解
し
、

仕
事
の
明
確
な
指
示

を
出
す
こ
と
で
、

問
題
が
遇

け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の

で
す
。

報
告
が
漏
れ
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。

な
の
で
、

あ

の
作
は
ど
う
で
し
た
か
？

あ
の
問
題
は
ど
う
な
り
ま
し

た
か
？
　
と
こ
ち
ら
か
ら
確

認
す
れ
ば
、

そ
こ
で
処
理
が

す
ん
で
い
る
の
か
、

綿
っ
て

い
る
の
か
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、

勝
手
な
解
双
で
動
い

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の

で
、

指
示
は
、

端
折
る
こ
と

を
せ
ず
、

■
か
ら
１０
の
段
取

り
を
説
明
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

レ
ッ
ト
輸
送
を

効
率
的
な
パ

復
党
問
題
で
き

で
新
た
な
展
開
を
見
せ
つ
つ

境
に
立
た
さ
れ
て

あ
る
か
ら
だ
。

民
間
だ
け
の

い
る
安
倍
首
相
だ

経
済
活
動
は
大
切
だ
が
、

中

が
、

胡
錦
寿
主
席

国
政
府
の
理
解
、

日
本
政
府

と
の
日
中
首
脳
会

の
姿
勢
は
日
中
経
済
交
流

談
は
や
は
り
大
き

に
、

見
え
る
担
保
、

保
証
を

な
成
功
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引
き
続
き
資
金
導
入
と
産
業
発
展
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更
な
る
投
資
チ
ャ
ン
ス
と
後

一
発
展
な
ど
の
各
方
面
で
、

引

一
北
地
域
に
外
資
参
入
の
勢
い

発
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い

一
き
続
き
中
部
と
東
北
地
域
に

一
が
出
て
き
た
。

う
こ
と
だ
」
と
述
べ
、

「今

一対
す
る
支
持
を
強
め
て
い

一　
日
本
企
業
も
大
手
を
中
心

後
政
府
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

一
く
。

多
画
籍
企
業
は
、

中
国

一
に
進
出
の
姿
勢
を
見
せ
て
い

よ
り
、

よ
り
多
く
の
資
産
家

一中
部
の
発
展
と
東
北
工
業
未

〓
る
。

ま
た
熱
心
な
中
小
企
業

が
期
待
で
き
る
」
Ｌ
の
見
解

一地
の
振
興
に
関
連
す
る
プ
ロ

一
も
進
出
の
足
掛
か
り
を
作
り

を
明
ら
か
に
し
た
。　

　
　
　
一
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と

一
つ
つ
あ
る
。

中
部
地
域
は
０５
年
、

３
７

一
で
、

国
内
企
業
と
互
い
に
利

５
２
件
の
新
規
外
資
プ
ロ
ジ

一

スェ矯
義
が
鑑
諦
一
外
資
医
療
サ
ー
ビ
ス
市
場
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中
国
中
部
と
東
北
地
方
開
発
は
今
後
に
と
っ
て
重
要
な
謀
題
と
な
っ
て
い
る
。

な
お

か
つ
、

従
来
の
海
外
投
資
の
参
画
は
経
済
の
発
達
し
た
沿
海
地
方
よ
り
大
幅
に
少
な

い
。

こ
の
差
は
今
後
投
資
チ
ャ
ン
ス
と
後
発
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
、

政
府
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
商
務
部
が
明
ら
か
に
し
た
。

の
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
な

一
ル

（■
兆
■
３
８
５
億
円
）

一　
早
く
か
ら
外
資
導
入
に
よ

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

従
来

一
と
７４
億
ド
ル

（８
５
■
０
僚

一
る
経
済
発
展
を
送
げ
た
海
岸

は
海
外
投
資
の
参
両
は
経
済

一
円
）
と
な
っ
て
い
る
。　

　
　
一
地
域
に
比
べ
、

内
陸
の
中
部

の
発
達
し
た
沿
海
地
域
よ
り

一　
房
副
部
長
は
さ
ら
に
、　

一
，

東
北
は
外
資
導
入
が
少
な

荘ウ中中中］却帥『非中一車中車的知車中”時的昨一諦中毒坤薪筆棟奈う一Ｌ切韓 ▽
中
国
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

中
で
外
商
投
資
の
占
め
る
割

合
は
体
然
Ｌ
し
て
低
い
。

▽
主
に
進
承
咬
上
海
嗅

広
東
省
な
ど
、

発
展
の
進
ん

だ
地
区
に
集
中
し
て
い
る
。

▽
サ
ー
ビ
ス
対
象
は
主
に

中
国
で
働
い
て
い
る
、

も
し

く
は
旅
行
中
の
外
国
争
者
、

ま
た
は
国
内
の
高
収
入
者
Ｌ

な
っ
て
い
る
。

▽
口
腔
、

眼
科
、

美
容
難

形
、

血
液
透
析
な
ど
、

中
国

国
内
で
不
足
し
て
い
る
専
門

的
な
診
療
所
に
対
し
て
投
資

を
行
い
、

少
な
い
投
資
で
多

く
の
収
益
を
得
て
い
る
。

▽
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
高

く
、

経
営
状
態
も
良
い
。

圃
倒
冊
回

中
国
進
出
着

々
と

中
国
に
お
け
る

沿
岸
地
域
と
内
陸

の
中
部
、

さ
ら
に

東
北
地
方
の
経
済

格
差
は
、

中
国
経

済
に
お
け
る
大
き

な
課
題
だ
っ
た
。

最
近
、

外
資
の
中

部
、

東
北
地
方
進

出
が
徐
々
に
で
は

あ
る
が
増
加
を
示
し
つ
つ
あ

る
と
い
う
。

結
局
の
と
こ
ろ

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
問
題
と
な

る
。

つ
ま
り
中
部
、

東
方
地

方
の
重
要
要
件
は
イ
ン
フ
ラ

に
つ
き
る
。

ン」の
イ
ン
フ
フ
は

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、

日
本
の
技
術
や
プ
ラ
ン

ド
を
ど
こ
ま
で
進
出
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
か
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。た

だ
、い

つ

も
の
こ
と
な
が
ら
日
本
独
自

と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
き
そ
う

に
は
な
い
。結

果
、日

本
は
中

国
企
業
と
の
ジ
ョ
「
ン
ト
、も

っ
と
い
え
ば

一
部
と
し
て
し

か
参
加
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も

少
な
く
な
い
。

中
国
側
が
ど

こ
ま
で
外
資
を
本
当
に
優
遇

す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

キ中
舜
却
力
帥

一
ぃ
↓
申
抑
中
”

ヽ
‐ラ 広 ン
中
「
”
”

Ａ
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（
ウ
ラ

一
く
。

株
式
会
社
瀬
高
物
流
企
！国
社
長

中
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
　
く
ギ
味
の
商
品
の
破
損
・汚

貞
物
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
　
れ
を
防
ぐ
道
具
な
の
で
す
。

す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
ケ
ー
ス
が
ボ
ロ

弊
社
で
も
、

中
国
と
の
取
　
ボ
ロ
で
も
、

中
味
に
問
題
が

引
を
始
め
た
こ
ろ
幾
度
と
な
　
な
け
れ
ば
い
い
の
で
す
。

く
包
装
、

特
に
ダ
ン
ボ
ー

ル
　
　
中
国
製
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
ケ

箱
に
は
脚
ま
さ
ま
れ
ま
し
　
―
ス
は
な
ぜ
ヨ
レ
ヨ
レ
に
な

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
か
、

そ
れ
は
ダ
ン
ボ
ー

日
本
国
内
で
は
、

ダ
ン
ボ
　
ル
の
質
で
す
。

中
国
で
製
作

―
ル
ケ
ー
ス
が
汚
れ
て
い
た
　
し
た
タ
ン
ボ
ー

ル
は
腰
が
な

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
悩
ま
さ
れ

日
中
の
認
識
の
通
い
が
あ
る

り
、

破
損
し
て
い
れ
ば
、

中
　
く
柔
ら
か
く
、

温
度
に
弱
い

味
の
商
品
に
影
響
の
な
い
程
　
の
で
す
。

度
で
も
受
け
取
っ
て
も
ら
え
　
　
ダ
ン
ボ
ー

ル
ケ
ー
ス
が
破

な
い
こ
と
が
多
く
わ
り
ま
　
損
す
る
要
因
に
は
、

ダ
ン
ボ

す
。

こ
の
逆
で
、

中
国
で
は
　
―

ル
の
強
度
以
外
に
、

中
国

ダ
ン
ポ
ー

ル
は
商
品
で
は
な
　
で
の
荷
扱
い
が
乱
雑
だ
と
い

う
こ
と
も
大
き
な
原
因
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ダ
ン
ボ

ー
ル
ケ
ー
ス
に

「取
扱
注

意
」
と
書
い
て
も
、

天
地
の

マ
ー
ク
を
つ
け
て
も
中
国
国

内
の
配
送
業
者
は
そ
れ
ら
の

問
屋
街
を
歩
い
て
い
た
と

き
の
こ
と
で
す
。

道
路
脇
に

数
台
の
手
押
し
車
が
な
ら

び
、

作
業
員
ら
し
き
人
た
ち

が
待
機
し
て
い
る
様
子
で
し

た
。

そ
こ
ヘ
ト
ラ
ッ
ク
が
着

き
、

ド
ラ
イ
バ
ー

が
後
ろ
の

ド
ア
よ
り
荷
合
に
乗
り
込
む

と
、

な
ん
Ｌ
定
で
荷
物
を
蹴

り
落
と
し
て
い
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

待
機
し
て
い
た
作
業
員
も

ま
た
、

こ
の
地
面
に
蹴
落
と

さ
れ
た
荷
物
を
合
車
に
投
げ

上
げ
る
よ
う
に
乗
せ
、

間
晨

街
に
向
か
っ
て
去
っ
て
い
き

ま
し
た
。

こ
の
扱
い
に
唖
然

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、

雨
天

だ
か
ら
と
い
っ
て
、

ト
ラ
ッ

ク
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
荷
物
の

積
み
下
ろ
し
を
中
止
す
る
こ

と
も
し
ま
せ
ん
。

晴
天
同
様

の
荷
扱
い
な
の
で
す
。

工
場
で
の
生
産
工
程
上
に

発
生
す
る
不
良
も
あ
り
ま
す

が
、

こ
の
よ
う
に
輸
送
途
中

に
起
き
て
い
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
す
。

特
に
内
陸
部
の
工
場
で
生

産
し
て
い
れ
ば
、

港
ま
で
の

距
離
が
あ
り
、

輸
送
途
中
に

起
き
る
不
良
率
も
あ
が
り
ま

す
。金

型
の
問
題
や
、

機
械
の

問
題
が
出
る
不
良
も
あ
り
ま

す
が
、

荷
扱
い
が
乱
雑
の
た

め
に
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
ケ
ー
ス

内
で
不
良
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
多
く
あ
る
の
で
す
。

荷
物
を
扱
う
作
業
員
の
質

は
低
く
、

な
か
に
ど
の
よ
う

な
荷
物
が
入
っ
て
い
る
か
な

ど
は
考
え
も
し
な
い
よ
う
で

す
。

も
し
、

割
れ
物
が
入
っ

て
い
れ
ば
、

間
違
い
な
く
割

れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
避
け

る
た
め
、商

品
に
よ
っ
て
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
系
の
ケ
ー

ス
を

使
い
、

な
か
に
は
多
く
の
権

衝
材
を
使
用
す
る
な
ど
の
気

遣
い
が
必
要
で
す
。

ま
た
、

パ
レ
ッ
ト
で
の
輸
送
に
し
、

手
に
よ
り
貞
物
を
動
か
さ
な

い
よ
う
に
す
る
。

積
み
込
み

作
業
に
は
立
ち
会
う
な
ど
じ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ン
テ
ナ
輸
送
だ
か
ら
と

安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。

中
国

で
は
ヨ
ン
テ
ナ
ヘ
の
積
み
込

み
は
人
間
が
や
り
ま
す
。

積

む
商
品
が
何
で
あ
る
か
な
ど

全
く
無
視
し
、

個
数
の
賃
金

稼
ぎ
で
す
の
で
、

そ
の
扱
い

と
コ
ン
テ
ナ
内
で
の
商
品
の

納
ま
り
具
合
な
ど
は
考
慮
さ

れ
ま
せ
ん
。

航
海
中
で
の
荷

崩
れ
に
よ
る
破
損
が
多
く
起

き
る
の
で
す
。
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